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立正大学の

大学祭と
同時開催! お問い合わせ（入試センター）

TEL 03-3492-6649

アンケートに答えて
キャンパスグッズをもらおう !

仏教学部両学科に新コース誕生!N E W

　

文
学
部
が
全
学
科
1
年
生
の
必
修

科
目
と
し
て
い
る
「
基
礎
英
語
」
は
、

“
日
常
会
話
が
で
き
る
英
語
力
”
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
目
標
で
す
。
授
業
を

担
当
す
る
の
は
、
日
本
人
2
名
、
ネ
イ

テ
ィ
ブ
2
名
の
特
任
講
師
4
名
で
、
1

つ
の
期
に
、
日
本
人
教
員
に
よ
る
文
法

や
語
彙
、
読
解
中
心
の
指
導
で
集
中
的

に
基
礎
力
を
強
化
、
も
う
1
つ
の
期
を

ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
教
員
に
よ
る
リ
ス
ニ
ン

グ
、
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
中
心
の
指
導
と
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を

　

心
理
学
部
「A

dvanced English 
A

・B

」
の
授
業
で
は
、
学
生
の
国
際

交
流
と
英
語
能
力
向
上
を
目
指
し
て
、

学
生
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ミ
ン
ダ
ナ
オ
国

際
大
学
の
学
生
と
の
間
をSkype

（
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
テ
レ
ビ
電

話
機
能
）
で
つ
な
い
で
英
会
話
学
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ミ
ン
ダ
ナ
オ
国
際
大
学
の
学
生
は
、

図
っ
て
い
ま
す
。

　

1
年
生
5
5
2
名
を
学
科
別
、
レ
ベ

ル
別
の
24
ク
ラ
ス
に
分
け
、
平
均
23
名

の
少
人
数
制
を
実
現
し
、
学
生
一
人
ひ

と
り
に
向
き
合
っ
た
教
育
を
行
っ
て
い

ま
す
。
間
違
っ
た
り
、
発
言
を
た
め
ら

う
よ
う
な
場
面
で
も
、
す
ぐ
に
否
定
し

た
り
、
訂
正
し
た
り
せ
ず
、
自
ら
考
え

る
、
言
い
直
す
時
間
を
与
え
る
こ
と
で
、

「
否
定
さ
れ
な
い
」
＝
「
間
違
っ
て
も
大

丈
夫
」
と
い
う
意
識
を
育
て
て
い
ま
す
。

　
「
現
時
点
で
知
ら
な
い
こ
と
は
問
題

で
は
な
い
。
一
つ
で
も
二
つ
で
も
分
か
れ

ば
、
そ
れ
だ
け
英
語
を
使
え
る
」
が
4

名
の
教
員
の
共
通
姿
勢
で
す
。
さ
ら
に

そ
れ
ぞ
れ
が
、
学
生
に
自
信
を
持
た
せ

る
工
夫
を
実
践
。
使
い
慣
れ
な
い
単
語

を
思
い
出
そ
う
と
し
て
話
せ
な
く
な
る

よ
り
、
語
彙
は
少
な
く
て
も
、
発
話
さ

せ
る
こ
と
を
優
先
す
る
ロ
ー
ズ
講
師
。

ペ
ア
ワ
ー
ク
の
相
手
を
変
え
な
い
ア
ー

ム
ス
ト
ロ
ン
グ
講
師
。
毎
回
、
気
心
の

知
れ
た
パ
ー
ト
ナ
ー
と
練
習
を
続
け
た

結
果
、
期
末
テ
ス
ト
で
は
、
初
め
て
の

相
手
と
組
ん
で
も
、
5
分
間
は
会
話
を

続
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
言
い
ま
す
。

　
「
少
人
数
で
、
雰
囲
気
が
良
く
、
会

話
を
楽
し
め
る
」「
ペ
ア
ワ
ー
ク
が
多
く
、

90
分
が
短
い
と
感
じ
る
」
と
話
す
受
講

生
た
ち
。
授
業
に
遅
刻
、
欠
席
す
る
学

生
も
大
幅
に
減
っ
て
、
受
講
後
の
学
生

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
7
割
の
学
生

が
「
授
業
が
お
も
し
ろ
く
役
に
立
つ
」、

5
割
の
学
生
が
「
英
語
力
が
伸
び
た
と

感
じ
る
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

やW
riting

の
授
業
で
も
デ
ジ
タ
ル

ツ
ー
ル
を
活
用
。
記
事
や
論
文
を
読

み
、
構
文
も
学
習
す
る
「English 

Reading

Ⅰ

・

Ⅱ

」、
2
年
次
の
必
修

科
目
「Speaking

Ⅰ

・

Ⅱ

」
に
向
け

て
必
要
な
文
法
・
語
句
の
取
得
を
目
指

す
「English W

riting

Ⅰ

・

Ⅱ

」
で

は
、
全
ク
ラ
ス
統
一
テ
キ
ス
ト
を
採
用
。

1
年
次
、
2
年
次
で
使
う
テ
キ
ス
ト
の

章
立
て
が
同
じ
で
、
既
習
事
項
の
確
認

が
容
易
で
す
。

　

さ
ら
に
、
テ
キ
ス
ト
と
と
も
に
採
用

し
た
「Digi Book

」
は
、
テ
キ
ス
ト

と
同
じ
画
面
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
音
声
が

聞
け
る
、
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
練
習
問

題
に
取
り
組
め
る
、
と
い
っ
た
仕
組
み

で
、
授
業
外
学
修
へ
の
学
生
の
意
欲
を

高
め
る
の
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。
学
生

個
々
の
取
り
組
み
状
況
は
教
員
か
ら
も

確
認
で
き
、
課
題
以
外
の
テ
ー
マ
に
も

積
極
的
に
取
り
組
む
学
生
も
い
ま
す
。

日
本
語
や
日
本
文
化
を
研
究
す
る
学
科

に
属
し
、
日
本
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
は
大
き
な
関
心
を
持
っ
て
い

ま
す
。
授
業
開
始
当
初
こ
そ
学
生
た
ち

は
緊
張
し
た
表
情
で
パ
ソ
コ
ン
の
画
面

に
向
き
合
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
は
同

世
代
の
学
生
同
士
。
ア
イ
ド
ル
や
友
だ

ち
の
こ
と
な
ど
で
話
が
盛
り
上
が
り
、

3
回
目
く
ら
い
か
ら
は
、
英
会
話
が
特

別
で
な
く
な
る
く
ら
い
話
が
弾

み
ま
す
。

　

写
真
添
付
や
聞
き
取
り
に
く

か
っ
た
単
語
の
確
認
な
ど
、
画
像

や
文
字
を
使
っ
た
や
り
と
り
で
、

会
話
を
補
完
で
き
る
の
もSkype

の
魅
力
で
す
。「
時
間
が
限
ら
れ

て
い
る
た
め
、
積
極
的
に
会
話
し

て
い
る
」「
同
じ
授
業
を
受
け
る

友
人
と
授
業
外
で
も
英
語
で
会

話
を
す
る
」
と
い
う
受
講
生
も
。

み
ん
な
、
英
語
で
話
す
こ
と
に
抵

抗
を
感
じ
な
い
様
子
で
す
。

　

心
理
学
部
で
は
、Reading

年
の
大
学
教
育
に
対
す
る
社
会
的
な
要

請
と
、
そ
れ
を
受
け
た
教
育
改
革
の
潮

流
の
な
か
で
、本
学
で
は
、各
部
署
、教
職
員
が
、

ぞ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
創
意
と
工
夫
を
持
っ
て

教
育
の
改
善
、
教
育
環
境
の
整
備
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
度
、
本
学
が
地
球
環
境

科
学
部
を
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
役
と
し
て
文
科

省
「
大
学
教
育
再
生
加
速
プ
ロ
グ
ラ
ム（
A
P
）」

テ
ー
マ
Ⅰ 

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
部
門
に

採
択
さ
れ
た
こ
と
は
、
学
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
の
な
か
か
ら
機
を
得
て
結
実
し
た
一
つ

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
本
学
で
は
、
A
P
に
限

ら
ず
、
教
育
を
改
善
す
る
た
め
の
不
断
の
努
力

が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
学
園
新
聞
で
は
、
各

学
部
よ
り
寄
せ
ら
れ
る
情
報
を
も
と
に
、
テ
ー

マ
ご
と
に
特
色
あ
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。

「間違っても大丈夫」。多くの学生が
自信を持って話せるようになりました

担当する4人の講師。左からアームスト
ロング講師、瀧口美佳講師、ローズ講師、
時國滋夫講師

最初こそ緊張した様子の学生たちも、3回目くらいになる
と、フィリピンの学生とすっかり友だちになります

2
面
へ
続
く

携帯サイトからもタイムリーな情報を提供します

立正大学の情報をいつでも! どこでも!
アクセス

お待ちしております

スマートフォン
サイト

フィーチャーフォン
サイト

「学びたくなる授業」
各学部学科、各教員によって続けられる
教育を改善するための不断の努力

シリーズ

「立正大学の教育改革」
2

　

使
う
こ
と
で
初
め
て
身
に
つ
く
語
学

は
、
学
修
意
欲
と
学
修
時
間
、
実
践
が
、

成
長
と
密
接
に
結
び
つ
く
科
目
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
、
教
員
が
、
学
生
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
を
主
眼
と
し
た

授
業
や
教
材
開
発
を
通
し
て
、
英
語
力

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

間
違
っ
て
も
大
丈
夫
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

自
信
を
持
て
る
英
語
教
育

テーマ 近

文 

学 

部

一
人
ひ
と
り
に
向
き
合
っ
て
、
自
信
と
意
欲
に
つ
な
げ
る

心
理
学
部

デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル"S

kype"

や"D
igi B

ook"

を
活
用 

News vol.130  2015年（平成27年）7月1日発行



Students' Voiceは、立正大学の学生PR集団「RISカフェ」のメンバーが、学生
から直接集めた「ナマの声」。今回は、「学びたくなる授業」と「つまらない授業」に
ついてアンケートを実施しました。

「学びたくなる授業」「つまらない授業」とは？

　

地
球
環
境
科
学
部
の
「
実

践
英
語
Ⅰ
」
で
は
、
本
年
度

か
ら
、
日
本
語
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加
し
て
い
る
留
学
生
を

教
室
に
招
い
て
、
3
、
4
人

の
受
講
生
グ
ル
ー
プ
に
１
人

ず
つ
入
っ
て
対
話
し

て
も
ら
う
機
会
を
1

か
月
に
1
回
設
け
て

い
ま
す
。

　

初
回
は
、
積
極
的

な
留
学
生
に
促
さ
れ

て
よ
う
や
く
口
を
開

く
感
じ
だ
っ
た
受
講

生
も
、
旅
行
、
鉄
道
、

気
候
、
災
害
と
い
っ

た
、
専
門
分
野
と
し

て
も
個
人
的
に
も
関

心
の
あ
る
分
野
を
話

題
に
選
ん
だ
こ
と
で
、
次
第

に
自
分
か
ら
話
を
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

留
学
生
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、フ
ィ

リ
ピ
ン
、
ケ
ニ
ア
の
出
身
で
、

　

本
学
で
は
、
学
生
の
学
修
行

動
を
把
握
し
、
各
教
員
が
授
業

の
内
容
や
方
法
を
改
善
す
る
た

め
に
、
ま
た
、
そ
の
改
善
へ
の

取
り
組
み
を
組
織
的
に
進
め
る

た
め
の
重
要
な
資
料
と
し
て
、

2
0
0
0
年
度
よ
り
「
授
業
改

善
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
全
授
業
科
目
（
一
部

の
少
人
数
科
目
を
除
く
）
を
対

象
に
、
学
期
ご
と
に
ア
ン
ケ
ー

ト
用
紙
を
用
い
て
実
施
・
集
計

し
、
2
0
1
4
年
度
の
実
施
率

は
98
％
を
超
え
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
各
授
業
科
目
の
結
果
は
担

当
教
員
の
改
善
へ
向
け
た
コ
メ

　

日
本
テ
レ
ビ
系
の
中
部
ブ

ロ
ッ
ク
7
局
が
共
同
で
制
作

し
た
特
別
番
組
「
首
都
圏
大
学

キ
ャ
ン
パ
ス
ガ
イ
ド
『
未
来
の

き
み
は
こ
こ
か
ら
始
ま
る
！
』」

に
お
い
て
、
立
正
大
学
が
約
6

分
間
に
わ
た
っ
て
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
特
別
番
組
は
、
今
年
3

業
内
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
な
ど
、

口
頭
、
書
面
を
問
わ
ず
先
生
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
評

価
す
る
意
見
も
多
く
あ
り
ま
し

た
。
分
か
り
や
す
い
、
板
書
の

時
間
を
と
る
な
ど
、
学
生
目
線

の
配
慮
も
好
感
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
つ
ま
ら
な
い
授
業
」
に
つ
い
て

　

先
生
の
話
が
多
く
、
学
生

に
発
言
が
な
い
授
業
は
不
評
で

す
。
内
容
面
で
は
「
関
係
な
い

話
が
多
い
」「
専
門
用
語
が
多

く
分
か
り
づ
ら
い
」
と
い
っ
た

意
見
や
、「
進
度
が
速
く
理
解

が
不
十
分
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト

ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
と

は
限
り
ま
せ
ん
。こ
の
た
め
、

普
段
は
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
整
っ

た
英
語
に
気
後
れ
し
が
ち
な

受
講
生
も
、
文
法
を
気
に
せ

ず
、
用
意
さ
れ
た
地
図
帳
を

使
っ
た
り
、
時
に
は
筆
談
、

イ
ラ
ス
ト
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

を
交
え
た
り
し
な
が
ら
、
異

文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
楽
し
さ
を
体
感
し
て
い
ま

す
。「
次
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
使
っ
て
、
英
語
の
サ
イ
ト

も
見
な
が
ら
、
生
き
た
情
報

で
生
き
た
会
話
が
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
」
と
担
当
の
貝

沼
恵
美
准
教
授
。「
実
践
英

語
Ⅱ
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た

い
」と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

ン
ト
を
付
し
て
公
開
す
る
一
方
、

全
学
・
学
部
学
科
ご
と
の
分
析

結
果
を
、
毎
年
度
報
告
書
に
収

録
し
て
き
ま
し
た
。
今
や
制
度

と
し
て
完
全
に
定
着
し
た
と
言

え
ま
す
。

　

導
入
か
ら
数
え
て
16
年
目

を
迎
え
る
今
年
、
学
生
へ
の
調

査
方
法
を
ア
ン
ケ
ー
ト
紙
か

ら
W
e
b
上
で
の
回
答
に
変
更

し
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
の
ほ
か
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

か
ら
も
回
答
で
き
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は
大
幅
に
時

間
短
縮
さ
れ
、
学
生
の
履
修
動

月
の
北
陸
新
幹
線
の
開
通
を
機

に
、
中
部
地
域
の
受
験
生
に
首

都
圏
の
大
学
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
制
作
さ
れ
た
も
の
。
番
組

で
は
、
大
学
生
と
高
校
生
の
姉

妹
役
の
レ
ポ
ー
タ
ー
が
本
学
の

熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
、
地

球
環
境
科
学
部
の
小
松
教
授
が

学
内
を
案
内
し
な
が
ら
A
P
の

取
り
組
み
を
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
社
会
福

祉
学
部
、
地
球
環
境
科
学
部
の

学
生
も
出
演
し
、
本
学
の
魅
力

を
伝
え
ま
し
た
。

も
あ
り
ま
し
た
。

　

た
と
え
パ
ワ
ポ
を
使
っ
て
も
、

た
だ
の
読
み
上
げ
で
は
つ
ま
ら

な
く
感
じ
ま
す
。“
M
C
形
式
”

（
他
の
教
員
や
ゲ
ス
ト
を
招
い
て

学
生
の
前
で
対
談
す
る
形
式
）

で
も
「
置
い
て
き
ぼ
り
に
さ
れ

て
い
る
」
と
感
じ
る
学
生
も
い

ま
す
。「
映
像
を
見
て
感
想
を
書

く
だ
け
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
も

リ
ア
ク
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
で
お

し
ま
い
。
や
り
が
い
が
な
い
」

　

学
び
た
い
授
業
に
は
、
き
ち

ん
と
し
た
準
備
と
、
先
生
と
学

生
と
で
作
り
上
げ
る「
ラ
イ
ブ
感
」

の
両
方
が
必
要
な
よ
う
で
す
。

機
や
授
業
外
学
修
時
間
量
な
ど

の
学
修
行
動
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
把
握
可
能
と
な
り
、
授
業
内

容
・
方
法
の
改
善
も
開
講
学
期

内
で
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　

近
年
、
本
学
で
は
「
F
D

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
お
い
て
各
学

部
の
優
れ
た
実
践
例
を
全
学
的

に
共
有
す
る
こ
と
を
進
め
て
い

ま
す
。
教
員
相
互
の
授
業
参

観
や
学
生
の
F
D
活
動
参
画
を

実
施
す
る
学
部
も
増
え
て
い
ま

す
。
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
質
向

上
に
向
け
て
、
今
、
立
正
大
学

は
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
学
び
た
く
な
る
授
業
」
に
つ
い
て

　

多
く
の
学
生
が
「
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
」「
学
生
の
発
言
が
多
い
」

等
、
学
生
参
加
が
多
い
授
業
、

ほ
か
の
学
生
と
交
流
の
あ
る
授

業
を
挙
げ
ま
し
た
。「
グ
ル
ー
プ

で
意
見
を
ま
と
め
て
発
表
す
る

の
が
良
い
」
な
ど
、
学
生
同
士

で
の
意
見
交
換
、
グ
ル
ー
プ
総

意
と
し
て
の
意
見
発
表
は
、
学

生
が
抵
抗
な
く
発
言
で
き
る
ス

タ
イ
ル
の
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
映
像
、
実
物
（
資
料
）

へ
の
支
持
が
高
い
一
方
、
丁
寧

な
説
明
や
質
問
へ
の
回
答
、
授

●タブレットを使った双方向授業
【自然地理学概論】【地域の自然誌】
【地域調査法8】【大気大循環論】【水文学】

　学生が自分の意見や計算結果、図などをタブレッ
トで記入すると、スクリーンにそれらの解答が映し
出されます。その解答をもとに議論を深めるほか、
さまざまな考え方を紹介していきます。

●予習用動画を利用した反転授業
【水文学】

　20分前後のスライドに音声を付けた簡易動画を学
生が事前に閲覧します。実際の講義では、予習内容
に基づいた計算作業や小テストのほか、タブレット
を利用しながら学生の独創性を育む質問を取り入れ
て、発展的内容にも踏み込みます。反転授業と双方
向授業を組み合わせた授業です。

【基礎地図学および実習Ⅰ】

　予習用動画で地理学の基本となる地形図の読み方
（読図）の方法について自宅などで学び、授業では実
際の作業を通じてスキルを着実なものとします。ま
た、発展的な内容についても取り上げられるので、
学生はより高度な内容に触れることができます。

●野外実習+タブレット
【地理基礎巡検】

　野外実習において教員がタブレットを持参し、配
布資料や地図などに教員がリアルタイムにコメント
を書き込みながら説明します。例えば、野鳥観察の
場面では、野鳥の鳴き声をタブレットで確認するこ
とで、種類を聞き分けたり、見分けたりすることも
できます。

●リアル教材を用いる授業
【アジア・オセアニア地誌】

　1）熱帯アジアの生物多様性を学生が実感できる
よう蝶や貝、2）各国の民族衣装でその素材やデザ
インが使われるようになった経緯などを、標本など
の実物を用いた説明により、訪れたことのない地域
でも学生の関心を高められるようにしています。

【地域研究1】

　フィリピンに対して極めて限定的なイメージしか
持たない学生の関心を高めるため、日本ではあまり
報道されない現地の情報や一般市民の生活環境を、
現地で入手した映像資料などの教材をもとに伝えま
す。同時に、同国の諸問題に日本がどのようにかか
わってきたのかを説明していきます。

【環境水文学実験・環境生物学実習】

　地下水の模型実験装置などを利用し、井戸からの
採水、河川涵養、地下水汚染などをイメージした実
験を、学生が自由に試します。地下水流動を容易に
可視化できるので、観測の意義や方法が分かりやす
くなります。

「大学教育再生加速プログラム（AP）」テーマⅠ アクティブ・ラーニング
2015年度は、より高度なアクティブ・ラーニングの実現を目指します

実施日時　2015年5月25日(月)　10:40 ～ 14:30
実施場所　品川キャンパス　6号館地下1階　ドトール内
回 答 数　学部生43名

Students' Voice の詳細は、RISカフェブログ　http://rissho-riscafe.hateblo.jp/で公開しています。

パソコンのほかスマー
トフォンやタブレット
からも回答できます

地図帳は共通の話題を探すにもってこい。話も弾み
ます

6月20日(土)から27日(土)にか
けて、静岡、山梨、長野、富
山、福井、石川、新潟の7県
で放送された番組では、本学
のAPの取組が、「タブレット
を使った双方向授業」「予習
用動画と反転授業」「フィー
ルドワーク・野外実習」「リ
アル教材」の4要素ごとに、
わかりやすく紹介されました

　文科省の「大学教育再生加速プログラム（AP）」テーマⅠ アクティブ・ラーニ
ング部門に採択されて1年。教室内無線LAN環境の段階的整備や簡易動画作成ソフ
トウェアの導入といった学内環境は加速度的に整備され、また、各種研修会の実施
や参加などを通して携わる教職員の意識共有、スキルの向上も図られてきました。
　本年度は、①タブレットを使った双方向授業、②予習用動画を利用した反転授業、
③フィールドワーク・野外実習、④リアル教材の活用の４つのプロジェクトを本
格的に推進し、アクティブ・ラーニングの深化と、学内での普及を目指します。重点的に予習用動画の
数を増やして反転授業の充実を図る一方、教育効果の振り返りや効果測定についても検討を進めていき
ます。教員と職員が一体となって、より高度で、スムーズなアクティブ・ラーニングの展開を目指します。

●学びたくなる授業
グループワーク・ディスカッションがある 11

21
学生が主体・学生の発言や参加が多い 8
交流が広がる 1
コミュニケーション能力向上トレーニング 1
映像を使う 5

12実物・資料を使う 4
パワーポイントを使う 3
先生からの語り掛けがある 3

7先生の話が面白い・先生が冗談を言う 3
先生の体験談が聞ける 1
先生の説明が丁寧、応答をしてもらえる 2

4
わかりやすい内容 2
役に立つ・スキルが身につく 4
板書の時間を与えてくれる 3
授業のレポート、レジュメの提出がある 3
MC形式 1

●つまらないと感じる授業
レジュメ・パワポに沿って話すだけ 7

13
先生が話すだけ 3
ノートがとりづらい 2
黒板を写すだけ 1
進度が速い 6

10内容が難しい 3
勉強法がわからない 1
板書が見づらい・少ない 5

9パワポが見づらい 2
資料がない・少ない 2
話に抑揚がない 3

5先生が怖い 1
声が小さい 1
出席点が考慮されない 4

6
減点方式 2
MC形式 2

3
作業をやらせっぱなし、リアクションがない 1
他の授業と内容が同じ 1
授業と関係ない話をする 1

非
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
留
学
生
と
も
生
き
た
話
題
で
対
話
す
る

地
球
環
境
科
学
部

1
面
か
ら
続
く

「立正大学の教育改革」2
 

日
本
テ
レ
ビ
系
の
特
別
番
組
が

 

本
学
の
A
P
の
取
り
組
み
を
紹
介
！

「
授
業
改
善
ア
ン
ケ
ー
ト
」を

We
b
上
で
の
回
答
に
変
更

教
育
改
革
推
進
モ
デ
ル
校
と
し
て
、

立
正
大
学
は
本
気
で
す
。

４つのプロジェクトを推進している授業の例

トピックス!!

「地球環境科学部ＡＰ学生研究プロジェクト」
　これまで培ってきたフィールドワークの取り組み
をさらに発展させるため、学年・学科・ゼミの垣根
を越えた学生主体の研究プロジェクトを募集しまし
た。本年度は、2組の募集に対し、8組の応募があ
りました。学生ならではの発想力と行動力を発揮し、
仲間と協力して問題の解決に挑み、成果を広く発信
していく活動を応援していく予定です。
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文
学
部
は
１
９
２
４
（
大
正
13
）
年
、
大
学
令

に
よ
る
立
正
大
学
設
立
認
可
を
起
点
と
し
て
、
昨

年
度
、
創
設
90
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
当
時
の
組

織
は
、
研
究
科
、
文
学
部
、
予
科
と
い
う
構
成
で
、

文
学
部
は
大
学
設
立
と
と
も
に
創
設
さ
れ
た
最
初

の
学
部
で
す
。
こ
の
と
き
宗
教
学
科
、
哲
学
科
、

社
会
学
科
、
史
学
科
、
文
学
科
の
５
つ
の
専
攻
学

科
が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
１
９
４
７
（
昭

和
22
）
年
に
地
理
学
科
を
増
設
。
49
年
に
は
新
制

立
正
大
学
の
設
置
認
可
に
伴
い
、
宗
教
学
科
が
仏

教
学
部
と
し
て
独
立
し
、
さ
ら
に
翌
50
年
に
は
英

文
学
科
を
増
設
し
ま
し
た
。

　

以
降
、
幾
多
の
変
遷
を
重
ね
、
現
在
に
至
る
文

学
部
の
歴
史
と

現
在
、
そ
し
て

未
来
へ
の
展
望

は
文
学
部
創
設

90
周
年
記
念
誌

「
軌
跡
と
躍
進
」

に
ま
と
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　平成27年度4月に、品川キャンパスの8号館1
階のカウンセリングルーム横に、「学生サポート
ルーム」を開設いたしました。
　これは、「障がいのある学生支援プロジェクト
チーム（平成24年度～ 26年度）」における議論
の成果の一つで、平成28年4月に予定されてい
る障害者差別解消法の施行に本学としていち早
く備えるために開設されたものです。また、学
内には「障がいのある学生支援協議会」を立ち
上げ、学生生活委員会と連携し合いながら、本
学で学ぶ障がいのある学生への支援体制を整え
ることとなりました。
　本学では、さまざまな障がいを抱える学生へ
の支援を各学部で行っています。「障がいのある
学生支援協議会（旧称・障がいのある学生支援
プロジェクトチーム会議）」において、その支援
策を全学で確認・共有し、専門委員の先生方や

学部委員から助言を頂きながら、合理的配慮に
基づいて対応しています。
　この度、都内の養護学校や高校でコーディ
ネーターとして活躍されてきた先生と嘱託の職
員が「学生サポートルーム」に配置されました。
従来からの支援をさらに充実させ、立正大学と
してのサポート体制を強化したいと考えていま
す。また、この学生サポートルームが、精神科
医が待機（週1日）する保健室、熟練のカウン
セラーが対応する学生カウンセリングルームと
連携し、支援の可能性が広がることを期待して
います。
　この「学生サポートルーム」を中核として、
さまざまな障がいに立ち向かい、本学での学問
を通じて人生を切り開こうとチャレンジする学
生の皆さまをサポートするシステムを、一つ一
つ作り上げていきたいと考えています。

　

４
月
１
日
～
３
日
は
熊
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
、
４
月
８
日
～
10

日
は
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、

新
入
生
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
「
花
ま

つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
花
ま
つ
り
」
は
４
月
８
日

の
お
釈
迦
様（
釈
尊
）

の
誕
生
を
祝
う
仏
教

行
事
で
す
。
期
間
中

は
、
花
御
堂
の
設
置

や
灌
仏
（
甘
茶
を
注

ぐ
イ
ベ
ン
ト
）
な
ど

が
行
わ
れ
、
新
立
正

大
生
の
誕
生
を
祝
福

す
る
と
と
も
に
、
新

年
度
を
迎
え
る
在
校

生
の
生
活
が
い
っ
そ

う
充
実
し
た
も
の
と

な
る
よ
う
、
祈
り
念

じ
ま
し
た
。

　

古
書
資
料
館
が
開
館
１
周
年

を
迎
え
た
こ
と
を
機
に
、『
古

書
資
料
館
通
信
』
創
刊
号
が
５

月
25
日
に
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

年
３
回
発
行
の
本
通
信
を
通
し

て
、
古
書
資
料
館
に
お
け
る
活

動
や
利
用
案
内
、
所
蔵
資
料
等

を
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

創
刊
号
で
は
、
こ
の
１
年
間

を
振
り
返
り
、
開
館
前
日
の

内
覧
会
や
和
古
書
の
講
習
会
、

開
館
１
周
年
を
機
に

古
書
資
料
館
通
信（
創
刊
号
）を
発
行

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
時
の
様

子
、
そ
し
て
専
門
員
に
よ
る
明

治
～
大
正
期
の
本
学
図
書
館
の

歴
史
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
外
国
船
に
よ
る
小
笠

原
諸
島
周
辺
で
の
違
法
操
業
を

受
け
て
、
水
産
庁
が
平
成
26
年

度
の
政
府
補
正
予
算
事
業
と
し

て
実
施
し
た
「
平
成
26
年
度
小

笠
原
諸
島
周
辺
海
域
宝
石
サ
ン

ゴ
緊
急
対
策
事
業
」
に
立
正
大

学
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

本
事
業
は
、
同
海
域
に
お
け

る
宝
石
サ
ン
ゴ
資
源
及
び
海
底

環
境
が
被
っ
た
影
響
を
調
査
す

る
と
と
も
に
、
宝
石
サ
ン
ゴ
資

源
の
適
切
な
管
理
手
法
の
検
討

を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

本
学
は
共
同
研
究
機
関
の
一

員
と
し
て
本
事
業
に
参
加
。
岩

崎
望
教
授
（
地
球
環
境
科
学

部
）
が
中
心
と
な
り
、
海
上
で

の
調
査
と
解
析
業
務
を
担
い
ま

し
た
。
ま
た
、
地
球
環
境
科
学

部
の
学
生
３
名
、
地
球
環
境
科

学
研
究
科
の
大
学
院
生
１
名
が

調
査
補
助
員
と
し
て
約
一
カ
月

に
渡
る
乗
船
調
査
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
学
生
が
主
体
と
な

新
立
正
大
生
の
誕
生
を
祝
う

「
花
ま
つ
り
」を
開
催
！

 3人の先生に蘊
う ん

奥
の う

賞
し ょ う

を授与三友教授（仏教学部）ら

「めぬま観光読本。」完成贈呈式を開催
「道の駅」連携企画もスタート

　

日
蓮
宗
か
ら
研
究
奨
励
金
と

し
て
寄
付
さ
れ
た
資
金
を
も
と

に
、
学
術
研
究
も
し
く
は
教
育

活
動
を
通
し
て
、
本
学
の
社
会

評
価
の
高
揚
に
大
い
に
貢
献
し

た
方
を
表
彰
す
る
蘊
奥
賞
（
蘊

奥
本
賞
、
蘊
奥
奨
励
賞
、
蘊
奥

褒
賞
）。
２
０
１
４
年
度
は
三

友
健
容
教
授
（
仏
教
学
部
）
に

蘊
奥
本
賞
、
吉
田
健
太
郎
准
教

授
（
経
営
学
部
）、
有
賀
敦
紀

准
教
授
（
心
理
学
部
）
に
蘊
奥

奨
励
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

仏教学部教授

三友健容 先生

　

イ
ン
ド
に
お
け
る
ア
ビ
ダ
ル

マ
仏
教
の
研
究
を
一
貫
し
て

続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。「
ア

ビ
ダ
ル
マ
デ
ィ
ー
パ
の
研
究
」

（
２
０
０
７
年
・
平
楽
寺
書
店
）

は
仏
教
学
に
お
け
る
も
っ
と
も

栄
誉
あ
る
鈴
木
学
術
財
団
特
別

賞
（
２
０
０
９
年
）
を
本
学
で

初
め
て
受
賞
し
ま
し
た
。ま
た
、

仏
教
を
単
な
る
学
問
と
と
ら
え

ず
、
ア
ビ
ダ
ル
マ
の
学
問
的
成

果
を
も
と
に
仏
道
修
行
の
実
践

に
よ
っ
て
証
明
し
た
功
績
に
よ

り
、
タ
イ
王
国
か
ら
は
日
本
人

学
者
と
し
て
最
初
の
仏
教
学
術

功
労
賞
（
２
０
１
１
年
）
を
受

賞
し
て
い
ま
す
。

宝
石
サ
ン
ゴ
緊
急
対
策
事
業 

に
参
加

経営学部准教授

吉田健太郎 先生

　

お
も
に
中
小
企
業
論
、
企
業

論
、
地
域
開
発
論
な
ど
の
理
論

科
目
を
担
当
す
る
と
と
も
に
、

経
営
者
や
管
理
職
等
の
社
会
人

を
招
い
て
行
う
「
経
営
総
合
特

論
B
・
C
」
な
ど
の
産
学
連
携

科
目
担
当
に
も
あ
た
ら
れ
て
い

ま
す
。
研
究
業
績
の
ほ
と
ん
ど

が
「
地
域
振
興
」「
産
学
連
携
」

に
関
わ
る
分
野
で
、
そ
の
う
ち

英
文
で
発
表
さ
れ
た
も
の
を
含

め
論
文
は
単
著
・
共
著
合
わ
せ

て
36
本
あ
り
ま
す
。

心理学部准教授

有賀敦紀 先生

　

２
０
１
４
年
度
、
一
つ
の
論

文
賞
（
平
成
26
年
度
日
本
消
費

者
行
動
研
究
学
会
研
究
奨
励

賞
）と
二
つ
の
学
会
発
表
賞（
平

成
26
年
度
日
本
認
知
心
理
学
会

優
秀
発
表
賞
・
総
合
発
表
部
門
、

平
成
26
年
度
日
本
心
理
学
会
特

別
優
秀
発
表
賞
）
を
受
賞
す
る

な
ど
、
卓
抜
し
た
業
績
を
収
め

て
い
ま
す
。

　

６
月
22
日
、
２
０
１
５
年
度

の
立
正
大
学
名
誉
教
授
の
授
与

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
た
に

名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与
さ
れ

た
３
名
の
先
生
は
次
の
と
お
り

で
す
。

五味久壽 先生

石井富美子 先生 今井賢 先生

岩
崎
望
教
授
を
中
心
に

　

3
月
19
日
に
地
球
環
境
科
学

部
地
理
学
科
（
片
柳
ゼ
ミ
所
属
）

の
学
生
が
作
成
し
た
観
光
パ
ン

フ
レ
ッ
ト「
め
ぬ
ま
観
光
読
本
。」

の
完
成
披
露
・
贈
呈
式
が
熊
谷

市
役
所
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
地

域
連
携
活
動
の
一
環
と
し
て
、

め
ぬ
ま
商あ

き
ん
ど人

会か
い

・
く
ま
が
や
市

商
工
会
妻
沼
支
所
協
力
の
も

と
、
ゼ
ミ
学
生
が
現
地
調
査
や

地
元
の
方
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
重
ね
、
完
成
さ
せ
た
も
の
で

す
。

　

ま
た
、
同
じ
く
地
理
学
科
の

学
生
が
、
大
学
と
道
の
駅
「
め

ぬ
ま
」
お
よ
び
国
土
交
通
省
と

の
三
者
で
連
携
企
画
を
開
始

し
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
で

は
、
道
の
駅
を
拠
点
と
し
な
が

ら
、
潜
在
的
な
観
光
資
源
を
発

掘
し
、
こ
れ
を
活
か
し
た
観
光

モ
デ
ル
プ
ラ
ン
な
ど
を
作
成
す

る
こ
と
で
、
地
域
の
経
済
活
動

が
活
性
化
す
る
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
交
通
・

自
然
災
害
等
へ
の
危
険
性
を
反

映
し
た
、
防
災
情
報
拠
点
と
し

て
の
道
の
駅
の
活
用
提
案
も
行

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
に
学

生
が
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と

に
よ
り
、
地
域
づ
く
り
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
必
要
な
、

地
域
資
源
の
発
掘
力
や
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
に
お
け
る
調
整
力
が
育

ま
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

「
め
ぬ
ま
観
光
読
本
。」は
妻
沼
地
区
の

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
し
て
市
役
所
な
ど

で
配
布
さ
れ
ま
す

地域住民も気軽に参加できるよう、仏教学
部学生が灌仏の作法をレクチャーしました

左
か
ら
谷
口
健
太（
大
学
院
環
境
シ
ス
テ

ム
学
専
攻
M
1
）、
上
田
沙
紀
、
佐
藤

亜
衣
、
武
野
果
穂（
以
上
環
境
シ
ス
テ

ム
学
科
3
年
）

３
人
の
先
生
が
名
誉
教
授
に

 品川キャンパス   に学生サポートルームを開設

お
詫
び
と
訂
正

◆
誤
植
箇
所

〈
74
ペ
ー
ジ
　
執
筆
者
氏
名
〉

（
誤
）五
十
嵐
文
子
　
→
　（
正
）五
十
嵐
史
子

〈
1
0
9
ペ
ー
ジ
　
上
段
本
文
、
下
段
〉

（
誤
）春
田
正
三
先
生
　
→
　（
正
）春
日
正
三
先
生

〈
1
1
1
ペ
ー
ジ
　
中
段
本
文
〉

（
誤
）教
育
部
教
員
　
→
　（
正
）教
養
部
教
員

〈
1
7
7
ペ
ー
ジ
　
下
段
　
企
画
委
員
氏
名
〉

（
誤
）板
橋
勇
人
　
→
　（
正
）板
橋
勇
仁

文
学
部
90
周
年
史

「
軌
跡
と
躍
進
」を
刊
行

り
、
本
対
策
事
業
の
研
究
成
果

発
表
を
小
笠
原
で
実
施
す
る
予

定
で
す
。
学
生
が
展
示
の
立
案
、

作
成
、
設
営
を
行
う
過
程
で
、

科
学
的
知
識
の
普
及
が
い
か
に

重
要
で
あ
る
か
を
理
解
し
、
展

示
普
及
の
方
法
論
を
身
に
つ
け

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
学
部
創
設
か
ら
現
在
ま
で
90
年
の

変
遷
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
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i
P
a
d
を
用
い
た
日
本
経
済
新

聞
社
編
集
委
員
と
本
学
部
教
員
と

の
コ
ラ
ボ
授
業
で
あ
る
『
ニ
ュ
ー

ス
と
経
済
学
』
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

ス
タ
イ
ル
の
授
業
も
始
ま
り
ま

す
。

　

こ
の
コ
ー
ス
制
導
入
に
先
立

ち
、
本
学
創
立
記
念
日
（
6
月
15

日
）
に
、「
未
来
を
照
ら
す
仏
教

の
叡
智
」
を
総
合
テ
ー
マ
と
し
た

公
開
講
演
会
を
開
催
し
、
両
学
科

教
員
の
専
門
分
野
か
ら
庵
谷
行
亨

（
宗
学
科
教
授
）「
仏
と
な
ろ
う 

－心
の
道
標

－」、
手
島
一
真
（
仏

教
学
科
教
授
）「
弥
勒
と

な
っ
た
中
華
皇
帝 

－

仏

教
史
研
究
の
お
も
し
ろ

さ

－」
と
題
し
た
講
演
を

行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、

「
日
本
人
の
精
神
的
な
基

軸
で
あ
り
続
け
る
仏
教

を
ど
の
よ
う
に
学
ん
で

い
く
べ
き
な
の
か
」
と

い
う
問
い
を
出
発
点
に
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
と
共

に
、
仏
教
の
も
つ
可
能

性
に
つ
い
て
探
る
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

2
0
1
6
年
度
よ
り
仏
教
学
部

で
は
、宗
学
科
に「
法
華
仏
教
コ
ー

ス
」
と
「
日
本
仏
教
コ
ー
ス
」
を

開
設
す
る
と
と
も
に
、
仏
教
学
科

の
既
存
の
２
コ
ー
ス
を
「
思
想
・

歴
史
コ
ー
ス
」
と
「
文
化
・
芸
術

コ
ー
ス
」
に
再
編
成
し
、
教
育
内

容
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

今
年
度
、
経
済
学
部
で
は
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
大
幅
な
改
定
を
実

施
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
基

礎
力
の
養
成
に
重
点
を
置
く
た

め
、
必
修
度
の
高
い
科
目
の
ク
ラ

ス
を
少
人
数
化
し
、
経
済
学
を
学

ぶ
う
え
で
必
須
と
な
る
数

学
や
統
計
学
の
基
礎
科
目

を
設
置
し
ま
し
た
。ま
た
、

英
語
な
ど
語
学
科
目
の
充

実
も
図
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
従
来
の
専

門
・
教
養
科
目
の
枠
を
越

え
て
社
会
人
基
礎
力
の
習

得
を
目
的
と
し
た
特
別
プ

ロ
グ
ラ
ム
『
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
ス
キ
ル
』（
仮
称
）
を

開
講
し
ま
す
。
そ
の
ほ

か
、
経
済
の
現
場
に
触
れ

な
が
ら
体
験
を
通
じ
て

経
済
学
を
学
べ
る
『
経

済
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
』、

日本経済新聞社編集委員と本学部教員とのコラボ授業『ニュースと経
済学』ではiPadを活用します

　

国
際
化
の
著
し
い
今
日

に
お
い
て
、
英
語
教
育
は

大
学
教
育
に
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
重
要
な
分
野

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
な
か
文
学
部
で

は
、
２
０
１
４
年
度
に
4

名
の
英
語
専
門
教
員
を
採

用
。
基
礎
英
語
教
育
の
充

実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
２
０
１
５
年
度
か
ら

は
新
た
に
語
学
教
育
の
充

実
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
目

的
と
し
て
、
英
語
で
授

業
を
行
うA

ll English

科
目
を
開
設
し
ま
し
た
。

「
英
語
で
学
ぶ
世
界
の
文
明
1
・

2
」「
英
語
で
学
ぶ
東
ア
ジ
ア
文

化
1
・
2
」「
英
語
で
学
ぶ
世
界

遺
産
1
・
2
」
の
6
科
目
で
す
。

　

当
該
科
目
は
英
語
に
関
心
の
高

い
全
学
部
の
学
生
と
外
国
人
留
学

生
に
も
開
放
さ
れ
、
実
践
的
な
英

語
力
を
修
得
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
異
文
化
や
自
国
文
化
を
英
語

で
学
ぶ
こ
と
で
世
界
観
を
共
有

し
、
価
値
観
の
多
様
性
や
広
が
り

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
ス
タ
ー
ト

魅
力
的
な
新
講
座
も
続
々
開
講

経済学部

A
ll English

に
よ
る

英
語
で
学
ぶ
シ
リ
ー
ズ

文学部

コ
ー
ス
制
導
入
に
先
立
ち
、

公
開
講
演
会
を
開
催

仏教学部

今年度から始まったAll English科目。英語に関心の高い全学部の学
生と外国人留学生にも開放されています

6月15日の公開講演会の様子。仏教のもつ可能性について、
2人の教授がわかりやすく解説しました

い
ま
し
た
。
受
賞
者
に
は
、
賞
状

と
副
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
学
生
懸
賞
論
文
は
学
生
の
主
体

的
学
修
を
涵
養
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
実
施
し
て
お
り
、
今
回
で

第
11
回
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
、
本
審
査
対
象
と

な
っ
た
論
文
は
10
編
で
、

そ
の
テ
ー
マ
は
戦
略
経
営

系
５
編
、
会
計
系
３
編
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
系
２
編

で
し
た
。
こ
れ
ま
で
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
系
が
圧
倒
的

多
数
と
い
う
状
況
か
ら
大

き
く
変
わ
り
、
戦
略
経
営

系
と
会
計
系
で
過
半
数
を

占
め
て
い
ま
す
。
特
に
今

回
初
め
て
と
な
っ
た
会
計

系
で
の
応
募
に
は
、
学
部

と
し
て
た
い
へ
ん
好
ま
し

い
流
れ
が
生
じ
て
き
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

経
営
学
部
で
は
、
3
月
の
卒
業

式
お
よ
び
在
学
生
ガ
イ
ダ
ン
ス
時

に
、
2
0
1
4
年
度
の
「
経
営
学

部
学
生
懸
賞
論
文
」の
入
選
作（
優

秀
１
・
佳
作
２
）
の
表
彰
式
を
行

学
生
懸
賞
論
文
の
表
彰
式
を
開
催

初
め
て
会
計
系
か
ら
応
募

経営学部

今
回
で
11
回
目
を
迎
え
た
学
生
懸
賞
論
文
。
受
賞
者

に
は
、
賞
状
と
副
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た

主
な
研
究
手
法
は「
調
査
」

人
と「
直
接
話
す
」こ
と
を
大
事
に

上か
み

瀬せ 

由
美
子

心
理
学
部 

対
人
・
社
会
心
理
学
科 

教
授

ら
ず
、
怖
が
ら
ず
に
、
自
身
と
違

う
生
き
方
を
し
て
い
る
人
た
ち
と

直
接
話
す
機
会
を
積
極
的
に
設
け

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
「
大
阪
人
は
せ
っ
か
ち
だ
」「
日

本
人
は
勤
勉
だ
」
な
ど
、
あ
る
カ

テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
人
の
多
く
に

当
て
は
ま
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る

特
徴
の
こ
と
を
「
ス
テ
レ
オ
タ
イ

プ
」
と
い
い
ま
す
。
私
は
、
こ
の

ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
な
か
で
も
、

内
容
が
否
定
的
で
、
差
別
や
偏
見

に
結
び
つ
く
よ
う
な
も
の
に
つ
い

て
、
そ
れ
を
ど
う
す
れ
ば
変
容
・

低
減
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
、
心

理
学
の
視
点
か
ら
研
究
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、

刑
務
所
や
元
・
受
刑
者
に
対
す
る

ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
・
偏
見
の
問
題

で
す
。
読
者
の
方
に
と
っ
て
刑
務

所
は
遠
い
存
在
で
、
自
分
の
家
の

近
く
に
刑
務
所
が
建
設
さ
れ
る
な

ど
と
聞
け
ば
、「
何
と
な
く
怖
い

か
ら
反
対
」
す
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
こ
う
い
っ
た
心
理
の
背
景
に

は
、「
刑
務
所
の
中
の
様
子
が
分

か
ら
な
い
」
こ
と
に
よ
る
否
定
的

な
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
が
大
き
く
関

係
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
山
口
県
、
島
根

県
、
栃
木
県
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
で
、
刑
務
所
近
隣
に
住
む

方
々
に
意
識
調
査
を
実
施
し
、
延

　

私
の
主
な
研
究
手
法
は
「
調

査
」
で
、
大
学
院
生
の
こ
ろ
か
ら

行
政
に
よ
る
世
論
調
査
や
、
企
業

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
等
に
か

か
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

刑
務
所
や
元
・
受
刑
者
に
対
す
る

ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
つ
い
て
徹
底
調
査

に
な
っ
た
た
め
、
安
易
な
ネ
ッ
ト

結
果
が
ウ
ェ
ブ
上
で
数
多
く
公
表

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
社
会

調
査
の
専
門
家
か
ら
見
る
と
、
調

査
者
の
思
い
込
み
（
ス
テ
レ
オ
タ

イ
プ
）
を
確
認
す
る
た
め
だ
け
に

行
な
っ
た
よ
う
な
調
査
が
増
え
て

し
ま
っ
た
印
象
で
す
。
情
報
の
受

け
手
の
側
も
、調
査
に
現
れ
た“
数

値
”
を
正
し
く
読
み
取
る
力
を
養

う
こ
と
が
重
要
で
し
ょ
う
。

　

何
か
を
調
べ
た
り
、
社
会
の
多

様
な
人
々
の
意
見
を
把
握
し
た
り

す
る
際
に
は
、
人
と
直
接
話
さ
な

い
と
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
も

の
で
す
。
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、

ネ
ッ
ト
上
の
「
も
っ
と
も
ら
し

い
」
数
値
を
知
る
だ
け
に
と
ど
ま

べ
6
0
0
0
人
以
上
の
回
答
を
分

析
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
矯
正

施
設
の
閉
鎖
性
が
ス
テ
レ
オ
タ
イ

プ
を
強
化
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。
ま
た
、
近
隣
の
方
々

が
見
学
会
や
広
報
な
ど
で
施
設
の

中
の
様
子
を
知
る
こ
と
や
、
説
明

会
に
出
て
社
会
的
意
義
を
理
解
す

る
こ
と
、
そ
し
て
施
設
で
働
く
方

た
ち
と
施
設
外
で
知
り
合
う
機
会

を
持
つ
こ
と
な
ど
が
、
刑
務
所
や

出
所
者
に
対
す
る
否
定
的
ス
テ
レ

オ
タ
イ
プ
を
低
減
さ
せ
る
こ
と
も

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

調
査
活
動
を
通
じ
て
地
元
の

方
々
と
会
っ
て
お
話
を
す
る
な
か

で
、
社
会
に
は
、
受
刑
者
の
立
ち

直
り
を
心
か
ら
手
助
け
し
た
い
と

思
い
、
そ
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
に
携
わ
っ
て
い
る
方
が
大
勢

い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
も
知
り
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
は
、
刑
務
所
に
対

す
る
研
究
を
継
続
さ
せ
る
強
い
動

機
に
な
っ
て
い
ま
す
。

自
分
と
違
う
生
き
方
を
し
て
い
る
人
と

積
極
的
に
話
を
し
て
ほ
し
い

　

一
昔
前
ま
で
、
社
会
調
査
を
実

施
す
る
た
め
に
は
面
倒
な
手
続
き

や
苦
労
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
今
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用

い
て
簡
単
に
調
査
が
で
き
る
よ
う

上瀬先生の著書『ステレオタイプの心理学』（サイエンス社）。ステ
レオタイプの形成や維持のメカニズム、そして具体的な研究例を
もとに、ステレオタイプ・偏見の解消の方法を探ります。血液型
性格診断についての社会心理学的考察もなされています

昨年12月、日本応用心理学会シンポジウム「社会貢献の心理
学 －司法と地域連携について－」で講演をしました

直接会って話すなど地道で丁寧な調査を大切にする上瀬先
生。刑務所と元・受刑者に関する調査では、刑務所の近隣
に住む人たち延べ6000人以上に意識調査を行いました
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風
を
観
測
す
る
の
は
気
象
学
で

は
重
要
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
風
は

目
で
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

見
え
な
い
風
を
観
測
す
る
方
法
と

し
て
、
ド
ッ
プ
ラ
ー
ラ
イ
ダ
ー

（
D
L
）
が
あ
り
ま
す
。
D
L
は
、

レ
ー
ザ
光
を
送
信
し
て
大
気
中
の

エ
ア
ロ
ゾ
ル
か
ら
の
散
乱
光
を
受

信
す
る
装
置
で
あ
り
、
送
信
波
と

受
信
波
の
周
波
数
の
差
か
ら
風
の

大
き
さ
を
推
測
し
ま
す
。

　

そ
の
D
L
が
2
0
1
5
年
3

月
に
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生

寮
屋
上
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
探
査
距
離
６
０
０
～

３
０
０
０
メ
ー
ト

ル
の
範
囲
を
、
地
上

か
ら
上
空
ま
で
全

方
位
を
観
測
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
後
こ
の
測
器
を

用
い
て
、
キ
ャ
ン
パ

ス
周
辺
の
風
の
特

性
を
観
測
す
る
こ

と
で
、
学
生
の
実
習

等
に
役
立
て
て
い

き
ま
す
。

高性能のドップラーライダー 600 ～ 3000ｍの範囲を、
地上から上空まで全方位を観測することができます

　

社
会
福
祉
学
部
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
機
会

が
あ
り
ま
す
。
入
学
早
々
の
ワ
ン

デ
イ
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
「
ヘ
ル

パ
ー
」
が
学
生
委
員
会
と
協
力
し

て
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の

活
動
を
主
導
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

2
年
生
と
3
年
生
の
こ
の
「
ヘ
ル

パ
ー
」
が
1
カ
月
余
り
、ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着
て
い
て
、
新

入
生
は
学
習
や
学
生
生
活
に
つ
い

て
自
由
に
相
談
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
は
学
部
主

催
の
卒
業
祝
賀
会
も
「
ヘ

ル
パ
ー
」
が
担
当
し
て
お

り
、
学
部
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
伝
統
を
引
き
継
い
で

い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

と
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
社
会

福
祉
学
部
で
は
、
こ
う
し

た
活
動
に
よ
っ
て
学
生
た

ち
が
大
き
く
成
長
し
て
い

き
ま
す
。

学部主催の卒業祝賀会の様子。司会や運営は学生ボランティアが担当
しました

　

4
月
6
日
に
新
入
生
対
象
の
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
研
修
を
熊
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
実
施
し
ま
し

た
。
そ
の
内
容
は
、
法
学
部
O
B

で
あ
る
三
遊
亭
神
楽
師
匠
を
お
迎

え
し
て
の
落
語
の
ほ
か
、
野
球
部

学
生
の
紹
介
、
立
食
パ
ー

テ
ィ
ー
で
す
。
ス
タ
ー
ト
当

初
は
戸
惑
っ
て
い
た
学
生
も

い
ま
し
た
が
、
次
第
に
打
ち

解
け
、
楽
し
く
過
ご
す
こ
と

が
で
き
た
よ
う
で
す
。

　

法
学
部
で
は
教
員
に
よ
る

面
接
調
査
を
毎
年
実
施
し
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
入
学

直
後
に
友
人
関
係
を
う
ま
く

築
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

こ
と
が
、
そ
の
後
の
学
業
不

振
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と

も
少
な
く
な
い
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、

積
極
的
に
友
人
関
係
を
築
い

て
も
ら
う
べ
く
、
こ
の
よ
う
な
行

事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
法
学
部
で
は
学
生
が

学
業
に
専
念
で
き
る
環
境
を
あ
ら

ゆ
る
面
か
ら
整
え
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

当日は法学部OBの三遊亭神楽師匠の落語も楽しみました

　

皆
さ
ん
は
、
オ
フ
ィ

ス
ア
ワ
ー
を
利
用
し
て

い
ま
す
か
。
オ
フ
ィ
ス

ア
ワ
ー
と
は
、
学
生
か

ら
の
学
修
や
学
生
生
活

全
般
に
わ
た
る
相
談
に

応
じ
る
た
め
に
、
1
週

間
の
な
か
で
特
定
の
曜

日
・
時
間
を
設
定
し
て
、

そ
の
時
間
に
は
、
各
教

員
が
研
究
室
等
に
待
機

し
て
い
る
時
間
帯
の
こ

と
で
す
。
そ
の
時
間
帯

に
お
い
て
は
、
学
生
は

事
前
の
予
約
な
ど
は
必

要
な
く
、
自
由
に
来
訪
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

心
理
学
部
で
は
、
講
義
案
内
に

す
べ
て
の
専
任
教
員
の
オ
フ
ィ
ス

ア
ワ
ー
時
間
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ゼ
ミ
担
任
・
ク
ラ

ス
担
任
に
限
定
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
質
問
し
た
い
、
話
し

た
い
教
員
が
い
れ
ば
、
そ
の
教
員

の
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
を
調
べ
て
気

軽
に
訪
問
し
て
く
だ
さ
い
。
心
理

学
部
教
員
一
同
、
皆
さ
ん
が
充
実

し
た
学
生
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、

来
訪
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

生
に
も
開
放
さ
れ
、
実
践
的
な
英

語
力
を
修
得
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
異
文
化
や
自
国
文
化
を
英
語

で
学
ぶ
こ
と
で
世
界
観
を
共
有

し
、
価
値
観
の
多
様
性
や
広
が
り

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
を
利
用
し
て
、

気
軽
に
研
究
室
を
訪
ね
て
み
よ
う

心理学部

広
範
囲
の「
風
」を
観
測
す
る

ド
ッ
プ
ラ
ー
ラ
イ
ダ
ー
を
設
置

地球環境
科学部

イ
ベ
ン
ト
運
営
か
ら
子
育
て
支
援
ま
で

充
実
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

社会福祉
学部

積
極
的
に
友
人
を
つ
く
ろ
う

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
研
修
を
実
施

法学部

授業のこと、学生生活のこと。気になることがあったら、何でも
気軽に相談してください

い
ま
し
た
。
受
賞
者
に
は
、
賞
状

と
副
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
学
生
懸
賞
論
文
は
学
生
の
主
体

的
学
修
を
涵
養
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
実
施
し
て
お
り
、
今
回
で

第
11
回
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
、
本
審
査
対
象
と

な
っ
た
論
文
は
10
編
で
、

そ
の
テ
ー
マ
は
戦
略
経
営

系
５
編
、
会
計
系
３
編
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
系
２
編

で
し
た
。
こ
れ
ま
で
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
系
が
圧
倒
的

多
数
と
い
う
状
況
か
ら
大

き
く
変
わ
り
、
戦
略
経
営

系
と
会
計
系
で
過
半
数
を

占
め
て
い
ま
す
。
特
に
今

回
初
め
て
と
な
っ
た
会
計

系
で
の
応
募
に
は
、
学
部

と
し
て
た
い
へ
ん
好
ま
し

い
流
れ
が
生
じ
て
き
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。

時
間
か
け
て
歩
き
な
が
ら
の
調
査

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
行
い
ま

し
た
。
屋
久
島
の
自
然
に
つ
い
て

各
自
が
設
定
し
た
テ
ー
マ
に
つ
い

て
事
前
に
調
べ
た
結
果
を
踏
ま
え

て
、
現
地
で
は
実
際
に
自
分
の
目

で
見
て
確
認
し
た
り
、
観
測
し
た

り
し
て
、
相
違
点
を
見
つ
け
、
な

ぜ
そ
う
な
っ
た
の
か
を
考
え
ま
し

た
。

　

今
年
の
3
年
生
は
、
石
垣
島
へ

行
き
ま
す
。
私
た
ち
の
ゼ
ミ
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
南
西
諸

島
な
ど
自
然
が
豊
か
な
場
所
や
自

然
災
害
に
関
係
が
あ
る
場
所
に
行

く
こ
と
が
多
く
、
過
去
に
は
、
奄

美
大
島
や
宮
古
島

に
も
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に

私
た
ち
島
津
ゼ
ミ

で
は
座
学
だ
け
で

は
な
く
、
現
地
で
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
軸
と
し
、
そ
れ

ら
を
観
察
、
分
析
し

表
現
し
て
い
く
能

力
を
身
に
つ
け
、
卒

業
論
文
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。

自
が
卒
業
論
文
を
作
成
し
ま
す
。

毎
年
2
月
に
行
わ
れ
る
地
理
学
科

の
卒
論
発
表
大
会
で
は
、
ゼ
ミ
代

表
と
し
て
口
頭
発
表
者
1
人
、
ポ

ス
タ
ー
発
表
者
5
人
を
選
び
、
研

究
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

　

地
理
学
科
に
は
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
と
い
う
現
地
で
調
査
を
行

う
必
修
の
授
業
が
あ
り
ま
す
。
ほ

と
ん
ど
の
ゼ
ミ
で
は
、
指
導
す
る

先
生
が
場
所
を
決
め
て
行
き
ま
す

が
、
私
た
ち
の
ゼ
ミ
で
は
ゼ
ミ
生

全
員
で
話
し
合
っ
て
、
行
く
場
所

を
決
め
ま
す
。
そ
し
て
、
現
地
で

学
ぶ
内
容
や
調
査
テ
ー
マ
に
つ
い

て
は
各
自
が
決
定
し
ま
す
。

　

私
た
ち
は
昨
年
、
鹿
児
島
県
の

屋
久
島
へ
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に

行
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、『
も

の
の
け
姫
』
の
モ
デ
ル
と
も
な
っ

た
白
谷
雲
水
峡
で
の
地
形
や
植
生

の
観
察
や
「
縄
文
杉
」
を
往
復
10

島
津
弘
ゼ
ミ

地
球
環
境
科
学
部 

地
理
学
科 

教
授

　

地
理
学
に
は
自
然
を
中
心
に
学

ぶ
「
自
然
地
理
分
野
」
と
、人
間
・

社
会
を
中
心
に
学
ぶ
「
人
文
地
理

分
野
」
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
島

津
ゼ
ミ
は
「
自
然
・
環
境
地
理
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
地
形
、
気
候
、

植
生
、
災
害
・
防
災
な
ど
自
然
と

か
か
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
を
学

ん
で
い
ま
す
。
ゼ
ミ
生
は
4
年
生

と
3
年
生
を
合
わ
せ
て
20
人
。
和

気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
ゼ
ミ
は
一
人
ひ
と
り

の
発
表
を
重
要
視
し
て
お
り
、
発

表
に
対
す
る
質
問
を
全
員
が
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
ゼ
ミ
全
体
で
の

意
見
の
交
換
を
し
、
知
識
を
深
め

て
い
ま
す
。

　

4
年
生
の
最
後
に
は
、
ゼ
ミ
で

の
研
究
活
動
の
集
大
成
と
し
て
各

地形学、河川災害、自然史がご専門の島津弘先生。ゼ
ミが和気あいあいの雰囲気で楽しいのも先生のおかげ
です

授業では一人ひとりの発表を重視しています。発表に対しては、全員が何らかの質問をすることに
しています

稲葉一貴（静岡県立伊東高校出身）・梅賀亮太（埼玉県立桶川高校出身）・
軽部晴日（山形県立山形中央高校出身）・木村祐介（埼玉県立上尾高校出身）・
奈須晶弘（私立宮崎日本大学高校出身）いずれも、地球環境科学部地理学科4年

フィールドワークを通じて、
自らが体験し、考え、学ぶことで成長に繋がる

自
然
か
ら
学
び
、

テ
ー
マ
を
見
つ
け
、研
究
す
る

南
の
島
で
体
を
張
っ
て
行
う

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

昨年は鹿児島県の屋久島にフィー
ルドワークに行きました。集合写
真の後ろは縄文杉。見事です
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井
家
の
蔵
書
を
ま
と
め
て
購
入

し
た
よ
う
で
す
。
こ
れ
ら
の
蔵

書
は
、
今
も
古
書
資
料
館
に
大

切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
見
よ
東
海
の
芙
蓉
峰

あ
か
ね
さ
す
陽
に
映
ゆ
る
時
」

　

立
正
大
学
の
校
歌
は
、
品
川

キ
ャ
ン
パ
ス
が
位
置
す
る
谷や

山や
ま

ケが

丘お
か

か
ら
望
む
、
富
士
山
の
夜

明
け
を
讃
え
る
歌
詞
で
始
ま
り

ま
す
。
制
定
さ
れ
た
の
は
、
大

学
令
に
よ
っ
て
旧
制
の
立
正
大

学
が
成
立
し
た
１
９
２
４
（
大

正
13
）年
の
こ
と
。作
曲
は
、「
ぎ

ん
ぎ
ん
ぎ
ら
ぎ
ら
夕
日
が
沈

む
」の
歌
詞
で
有
名
な
童
謡『
夕

日
』
の
作
者
で
あ
る
室む

ろ

崎さ
き

琴き
ん

月げ
つ

氏
。
作
詞
は
、
文
学
部
教
授
で

平
安
朝
文
学
の
専
門
家
で
あ
っ

た
境さ

か
い

野の

正た
だ
し

氏
で
す
。

　

当
時
の
立
正
大
学
同
窓
会
の

的
校
舎
と
な
っ
た
。

　

温
故
知
新
と
い

う
。
ト
ー
ク
パ
レ
ッ

ト
は
一
階
分
、
用
地

を
切
り
下
げ
た
も
の

だ
が
、
僊せ

ん

石ご
く

政ま
さ

太た

郎ろ
う

が
設
計
し
た
旧
一
号

館
の
時
計
台
の
デ
ザ

イ
ン
を
新
た
な
校
舎
に
も
残
し

て
も
ら
っ
た
。
大
正
13
年
、
17

番
目
の
私
学
と
し
て
設
置
認
可

さ
れ
た
わ
が
大
学
に
、
新
た
な

時
代
を
切
り
拓
く
強
い
意
志
を

支
え
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
伝
統
が

あ
る
こ
と
も
、
学
園
関
係
者
に

よ
っ
て
共
有
し
て
い
き
た
い
も

の
で
あ
る
。
第
二
次
大
戦
後
は

ど
こ
の
大
学
も
破
綻
寸
前
と
い

う
状
況
で
あ
っ
た
が
、
総
力
を

挙
げ
て
の
尽
力
に
よ
っ
て
、
本

学
園
の
発
展
が
見
ら
れ
る
こ
と

を
誇
り
と
し
た
い
。

　
『
解
体
新
書
』
と
い
え
ば
、

オ
ラ
ン
ダ
語
の
『
タ
ー
ヘ
ル
・

ア
ナ
ト
ミ
ア
』
を
杉
田
玄
白
ら

が
翻
訳
し
た
書
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
で

は
、
な
ぜ
立
正
大

学
に
こ
の
よ
う
な

医
学
書
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
『
解
体
新

書
』
は
、
も
と
も

と
村
上
藩
で
医
者

を
家
業
と
し
て
い

た
藤
井
家
に
あ
り

ま
し
た
。大
正
期
、

ま
だ
日
蓮
宗
大
学

と
呼
ば
れ
て
い
た

立
正
大
学
は
、
日

蓮
宗
に
縁
の
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
藤

祖
父
が
店
主
で
あ
っ
た
と
い

う
。
筆
者
も
昭
和
26
年
か
ら
の

付
き
合
い
で
、
初
代
の
お
祖
父

さ
ん
に
昔
の
教
授
の
思
い
出
話

を
聞
い
た
り
し
た
も
の
だ
。
近

代
的
な
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
に
、

人
間
的
な
触
れ
合
い
の
空
間
が

あ
る
こ
と
が
嬉
し
い
。
他
大
学

に
も
、
江
戸
時
代
か
ら
の
店
が

残
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
る
。
近

代
的
な
本
学
の
光
景
に
懐
か
し

き
人
情
の
店
が
あ
る
の
が
嬉
し

い
。
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、

藤
村
書
店
ほ
か
の
お
店
が
配
置

さ
れ
て
い
る
。

　

往
時
、
筆
者
が
入
学
の
願
書

　

品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ト
ー
ク

パ
レ
ッ
ト
に
あ
る「
中
村
売
店
」

に
は
、
教
科
書
や
参
考
書
が
置

か
れ
て
い
て
、
学
生
諸
氏
に
は

便
利
で
あ
り
、
卒
業
生
に
は
懐

か
し
い
場
所
と
し
て
記
憶
さ
れ

て
い
る
よ
う
だ
。
見
慣
れ
た
店

主
が
親
切
に
対
応
し
て
く
れ
る

場
所
と
し
て
大
事
に
し
た
い
と

い
う
思
い
が
、
平
成
22
年
に
、

当
時
95
歳
で
あ
っ
た
2
代
目
店

主
・
百
合
子
さ
ん
に
理
事
長
・

学
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た

所ゆ
え
ん以
で
あ
ろ
う
。

　

店
の
歴
史
は
日
蓮
宗
大
学
の

時
代
か
ら
始
ま
り
、
現
店
主
の

近代的なキャンパスの中に
人間的な触れ合いの空間

渡
邊
寶
陽
（
立
正
大
学
名
誉
教
授
）

第 5 回

『解体新書』5冊　杉田玄白等訳　安永3年（1774）　

杉
田
玄
白
ら
が
翻
訳
し
た
医
学
書

　

専
門
部
は
１
９
５
１
（
昭
和

26
）年
に
廃
止
さ
れ
、今
と
な
っ

て
は
部
歌
が
歌
わ
れ
る
機
会
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
誕
生
し
て
91

年
を
迎
え
る
校
歌
を
こ
れ
か
ら

も
大
切
に
歌
い
継
い
で
い
き
た

い
で
す
ね
。

を
取
り
に
来
た
こ
ろ
、
旧
一
号

館
の
正
門
の
前
の
車
寄
せ
の
下

に
石
灯
籠
が
あ
り
、
そ
の
傍
で

白
梅
が
咲
い
て
い
た
光
景
が
思

い
出
さ
れ
る
。
職
員
諸
氏
の
対

応
も
、
家
族
的
な
雰
囲
気
で
驚

い
た
も
の
で
あ
る
。時
は
移
り
、

熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
は
今
話
題
の

建
築
家
・
槇
文
彦
氏
の
斬
新
な

設
計
に
よ
っ
て
現
代
的
な
校
舎

が
建
築
さ
れ
、
品
川
キ
ャ
ン
パ

ス
も
地
の
利
を
生
か
し
た
現
代

誕
生
91
年
を
迎
え
る「
立
正
大
学
校
歌
」

機
関
誌
『
大
崎
学
報
』
に
よ
れ

ば
、
６
月
15
日
か
ら
４
日
間
に

わ
た
り
、
大
学
昇
格
と
新
築
落

成
、
そ
し
て
（
日
蓮
宗
大
学
林

か
ら
数
え
て
）
創
立
20
年
を
記

念
す
る
大
祝
賀
会
が
盛
大
に
挙

行
さ
れ
、
校
歌
の
調
べ
に
乗
せ

て
祝
賀
提
灯
行
列
が
行
わ
れ
た
、

と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

翌
1
9
2
5
（
大
正
14
）
年
、

当
時
専
門
学
校
と
し
て
存
続
し

て
い
た
日
蓮
宗
大
学
は
立
正
大

学
専
門
部
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

１
９
３
４
（
昭
和
９
）
年
の
卒

業
ア
ル
バ
ム
に
は
『
立
正
大
学

専
門
部
部
歌
』
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
作
詞
は
、
文
学
部
教

授
で
、
日
蓮
宗
賛
歌
な
ど
も
手

掛
け
、
ま
た
同
じ
国
文
学
科
で

境
野
氏
の
ラ
イ
バ
ル
と
も
い
わ

れ
て
い
た
山や

ま

上が
み

ゝち
ゅ

泉せ
ん

氏
。
作
曲

は
『
城
ケ
島
の
雨
』
や
『
ど
ん

ぐ
り
こ
ろ
こ
ろ
』
の
代
表
作
で

知
ら
れ
る
梁や

な

田だ

貞た
だ
し

氏
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

第４回

現在の中村売店の様子。右は昭和
9年に立正大学との間に交わした
契約書

　

近
く
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ

フ
ェ
や
ド
ト
ー
ル
コ
ー
ヒ
ー

シ
ョ
ッ
プ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

存
在
自
体
は
ご
存
知
の
方
が
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

入
試
セ
ン
タ
ー
は
、
主
に
高

校
生
を
対
象
と
し
た
新
入
生
募

集
の
広
報
活
動
や
、
入
試
の
実

施
に
関
わ
る
進
行
や
管
理
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
広
報
に
関

し
て
は
、
受
験
雑
誌
や
新
聞
な

ど
の
媒
体
に
広
告
代
理
店
と
連

携
し
て
大
学
紹
介
の
企
画
や
告

知
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

地
方
の
会
場
や
高
校
に
赴
い

て
、
積
極
的
に
大
学
説
明
会
を

開
催
す
る
と
い
っ
た
こ
と
な
ど

は
、
そ
の
一
例
で
す
。

　

ま
た
、
今
の
時
期
は
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
準
備
も
同
時

に
行
っ
て
い
ま
す
。
学
生
ス

タ
ッ
フ
募
集
も
こ
の
準
備
の

一
つ
に
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の

他
に
も
当
日
の
資
料
の
作
成
や

掲
示
物
の
確
認
を
進
め
て
い
ま

す
。
な
ん
と
、
こ
の
準
備
は
半

年
も
前
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
と

い
う
の
だ
か
ら
驚
き
で
す
。

　

こ
う
し
た
例
を
見
て
も
わ
か

る
よ
う
に
、
入
試
セ
ン
タ
ー
の

仕
事
は
、
決
し
て
デ
ス
ク
ワ
ー

ク
の
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
広

告
代
理
店
と
の
打
ち
合
わ
せ
や

説
明
会
の
た
め
に
出
張
す
る
職

員
の
方
も
多
く
、
と
て
も
ア
ク

テ
ィ
ブ
な
印
象
を
受
け
ま
し

た
。
そ
の
一
方
で
、
入
試
セ
ン

タ
ー
を
訪
れ
る
人
も
数
多
く
、

人
と
の
交
流
が
盛
ん
な
部
署
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

　

入
試
セ
ン
タ
ー
が
作
成
し
て

い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
常

に
最
新
の
立
正
大
学
の
情
報
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
度
は

読
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？ 

取
材
日
：
6
月
5
日

（
学
生
記
者
：
文
学
部
社
会
学
科

2
年 

高
橋
舞
）

パソコンやスマホには
ウイルス対策ソフトを
年金機構の情報流出を教訓に要チェック!!

▶立正大学専門部部歌が
掲載された卒業アルバム

（1934［昭和9］年、表紙の
＂2594＂は皇紀を表す）

◀立正大学同窓会が作成し
た「立正大学学園歌・校歌」
のソノシート

　世の中にはさまざまなコン
ピューターウイルスが蔓延し、常
に新種が登場しています。パソコ
ンやスマホで何気なく接続したサ
イトや開いたメール、ダウンロー
ドしたソフトに悪意のあるウイル
スが紛れ込んでいることがありま
す。感染した場合は、機器の動作
の不具合のみならず、「情報を抜
かれる・乗っ取られる」など、犯
罪に加担させられてしまうことも
あります。
　その対策の一つとして、パソコ
ンとタブレットとスマホには、ウ
イルス対策ソフトをインストール
して、常に最新の「ウイルス定義
ファイル」に更新する必要があり
ます。パソコンを購入した時に、

ウイルス対策ソフトがインストー
ルされている場合もありますが、
一定期間を過ぎると、利用できな
かったり、定義ファイルを更新で
きなくなったりすることもありま
す。再度、自分のウィルス対策ソ
フトを確認してください。
　立正大学では、在学生や教職員
向 け に ウ ィ ル ス 対 策 ソ フ ト

「Doctor Web」を無償で提供し
ています。在籍中は、学生が5台
分まで、教職員は10台まで申請
できます。学生はRISコーナーで
申請書を出力して情報システム課
に提出してください。有効期限は
インストール後1年間です。期限
が近づいたら再度、申請してくだ
さい。

電話応対や資料調べに忙しい入試セン
ター職員の方々。入試関連パンフレット
の企画・制作も同センターの仕事です

事務局の仕事を学生記者が密着取材!!

一番身近な大学の 『顔』

入試センター
（品川キャンパス6号館地下1階）

事務局
紹介
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 緊急特集！

－今回の採用スケジュール変更に伴
い、貴社の採用活動にどんな影響が
ありましたか？
山本　昨年までは、弊社を受験する
学生の大多数が、大学での学内説明
会をきっかけに何度もセミナーイベ
ントに参加し、会社への理解を深め
て頂きました。しかし、今回のスケ
ジュール後ろ倒し・就職活動期間短
縮により学生に出会う機会が減って
おり、一般消費者への知名度が低い
弊社にとっては、厳しい採用活動と
なっております。
－学生の動きや準備状況に変化は見
られましたか？
山本　就職活動の準備を着々と進め
ていた学生と、そうでなかった学生
の差が極めて大きいと感じます。面
接で業界や企業に関する質問を問う
と、その差が顕著に現れます。ただし、
現３年生は先輩の様子を間近で見て

　3月より広報活動を開始しました
が説明会への応募状況は開始した時
期よりも直近の方が上がってきてい
ます。
　例年に比べキャンセルもほとんど
なく、参加率も意欲も高いです。
　選考への具体的な影響は、まだ断
定できる状況にはありませんが、選
考開始が8月1日、内定解禁が10月1
日からの短期決戦ですので、例年に
比べ辞退率が読みにくいと考えてい
ます。
　学生のみなさんには動きにくい環

品川キャリアサポート課長
草川 文博

危機感を持っているため、準備が早
い学生が多いですね。
－最も懸念される状況は、どのよう
なことでしょうか？
山本　企業側としては、最終的な採
用人数をいつ確保で
きるのか安心できま
せん。また、今回の
採用スケジュール変
更により、学生が周
囲に流されて活動し
ている印象がありま
す。社会人となるた
めの自覚をどこまで
持っているのか、そ
してそれが入社後の
ギャップに繋がるの
ではないかと懸念し
ております。
－このような流れの
中、大学・学生に望

むことはありますか？
山本　就職活動には、日々の過ごし
方や物事に対する向き合い方などの
姿勢が表れてくるものと感じており
ます。就職活動が流動的になればな
るほど、学生のみなさまは日常から
自身の行動などを意識していれば、
就職活動は怖くないということを
知って頂きたいと思います。また大
学には、学生が社会に出るための準
備(マナー、心構え、社会への興味
関心)を早い段階から意識させて頂
きたいと考えます。

境かもしれませんが、OB・OG訪問
などを活用し企業への理解を高め、
入社後のミスマッチリスクを減らす
ことが大切だと思います。
　また、毎年感じるのですが、重複
して内々定を得ている学生がいつま
でも態度をはっきりさせないことで、
入社意欲が高く優秀な学生であって
も選考時期が長期化してしまったり、
採用に結びつく機会を逸している印
象があります。
　ある程度の時期できちんと絞り込
んでいくよう、大学からもアドバイ
スをお願いしたいですね。

（採用担当人事部長・談）

株式会社エービーシー商会（経団連非加盟企業）の場合 経団連加盟企業（有名食品メーカー）の場合
Case1 Case２

 2016年3月卒業者

イチロク採用は
どう動いているのか
　会社説明会の開始時期が3月1日以降、選考活動開始が8月1日以降と、前年度と比較してスケジュールが大幅に変
更された今年度の就職活動。「イチロク採用」「後ろ倒し」などと呼ばれていますが、3月1日以降企業はどのように動
いていたのでしょうか。そして、そもそもどのような流れでこのスケジュールになったのでしょうか。今回は、皆さんと
一緒にイチロク採用の「いま」をチェックしていきたいと思います。

　就活に限らず、変更初年度という
のはさまざまな混乱が生じるもので
す。採用担当者も学生も、戸惑いを
隠せないまま就職・採用活動が進ん
でいる、というのが現状でしょう。
　「日本再興戦略」（平成25年6月に
閣議決定）で提唱された就職・採用
活動開始時期の変更は、十分な学修
時間の確保や教育の充実、海外留学
等の推進を目的としています。経団
連がこれを受け入れ、同年9月に「採
用選考に関する指針」を、就職問題
懇談会も足並みを揃え「大学、短期
大学および高等専門学校卒業･終了
予定者に関わる就職について（申し
合わせ）」を公表。翌平成26年1月

には、人事院が国家公務員採用試験
日程の一部変更を公表しました。
　経団連の影響下にある企業・団体
数と新卒採用を行う企業・団体数と
を母集団として比較した場合、指針
の波及効果は極めて限定的ですし、
閣議決定には罰則も拘束力もありま
せん。就活スケジュールの二重、三
重構造化は、この時点で決まったも
同然ですし、立場上止むを得なかっ
たとはいえ、一方の母集団に指針を
合わせたことが、混乱に拍車をかけ
た感は否めません。
　指針の影響下にない企業は、従来
のスケジュールで採用選考を行い、
すでに多くの内定者を出していま
す。また、影響下にある企業におい
ても、リクルーター制度やインター
ンシップなど、あらゆる手法を使っ
て母集団を形成し、水面下で動きを
見せています。公務員の採用は日程
変更が国家の一部に留まったため、
影響が地方にまで波及しませんでし
た。その結果、各種試験区分の短期
密集や、民間企業との併願が例年以

上に難化している、という分析も出
ています。
　一方、今回の変更は例年には見ら
れないチャンスも生んでいます。指
針に沿って選考を進める企業の中に
は業界を代表する企業も多数あり、
選考活動を開始する8月1日以降、内
定日とされる10月1日以降には、先
行して形成された内定者集団から綻
びが生じる可能性があります。する
と、その企業は高い確率で追加募集
を行うため、企業の規模を問わず内
定者争奪戦が比較的長期的に繰り広
げられます。自分があきらめない限
り、今年は必ず就職のチャンスが
巡ってきます。
　また、採用動向が見えにくい状況
であるため、採用担当者も学生の動
きに対しては、かなり疑心暗鬼になっ
ています。こういうときには、活動
や内定の状況について、取り繕わず
素直に相談してみるのも一つの方法
です。キャリサポは、がんばってい
る皆さんが納得いくまで、結果が出
せるまで、全力でサポートします。

総務部 人材開発課 課長
山本 みどり様

　５月９日、テレビ東京の豊島晋
作キャスターを講師に迎え、キャ
リアアワー「業界研究セミナー」
が行われた。「新聞のテレビ欄の記
事は、社員が執筆。純広告なら数
百から数千万円かかるところがタ
ダになる」「社員数が大手放送局
の約半分なので、広報や報道など
幅広い業務を経験できる」など、
局の事情を紹介。メディアの裏側

を実感できた。
　もともとキャスター志望ではな
かった氏は現在、「ワールドビジネ
スサテライト」で市場動向を担当。
日々、最新の情報を求めて各国の
市況へのアクセスに追われる一
方、災害があれば危険を顧みずに
現地へ赴き、全国に発信する。「毎
日大変です」と言いながらも、自
身が置かれた状況を楽しんでいる

ようだった。講演
後半の質疑応答で
の、「就活の結果次
第で残りの人生が
左右される」「一概
に“このような人
材が求められる”
というものは無い」
というアドバイス
は、マスコミ志望
者に限らず、すべ
ての次期就活生の
心に響いたはずだ。

キャリアサポートセンターから
就職・進路の「いま」を
お伝えします。

●�募集人数（予定）�
営業職10名・技術職2名・総合事務職5名

選考スケジュール（東京）
❶エントリー

▼
❷会社説明会

3・4月 ショールーム見学会・
職種別先輩社員と語ろうセミナー

5月中旬 オープンセミナー
5月下旬 会社説明会

▼
❸選考（職種別）

6月初旬～ 一次選考
（個人面接、筆記試験※一般常識）

6月中旬～ 二次選考（筆記試験、適性検査）
7月初旬～ 三次選考（面接、課題）
7月下旬 最終選考（役員面接）

▼
❹内々定（8月）

●�募集人数：計10～15名程度�
技術職・営業職・企画管理職

選考スケジュール（東京）
❶エントリー

▼

❷会社説明会

6月上旬  詳細はエントリー者にのみ連絡

▼

❸選考（職種別・8月1日以降）

一次選考（書類選考）

二次選考（集団面接）

三次選考（適性検査）

四次選考（個人面接）

最終選考（役員面接）

▼

❹内々定

　経団連加盟企業において
は、今年度選考の「見えな
い化」が目立ち、選考参加
者にのみ情報を公開する傾
向にあります。選考を突破
するためには、積極的な情
報収集力が求められます。

【企業データ】
「エービーシー商会の商品の上を歩いたことのない人はい
ない」をキャッチフレーズに掲げる、1947年創業の建材
総合商社。
建築業界での知名度は高く、東京スカイツリーや六本木
ヒルズなど、時代を象徴するトレンドスポットやショッピ
ングモール、コンサートホールや展示
場、アミューズメント施設や住宅など
で建築資材・インテリア資材が使わ
れている。

テレビ東京・豊島キャスターによる
「業界研究セミナー」を開催

（学生記者・文学部文学科日本語日本文学専攻コース３年　花島是人）

キャリサポは

こう見ていま
すキャリサポは

こう見ていま
す

ここがポイント！
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RiLLPort（りるぽーと）オープン
◆9月24日(木)　6号館B1 RiLLPort　問 品
川学術情報サービス課☎03-3492-6615

ライブラリーマガジン『立正本遊』
5巻2号発行
◆10月発行予定　問 品川学術情報サービス
課☎03-3492-6615

国際交流

海外渡航安全講習会
◆7月10日(金)11時～12時（熊谷）、15時
～16時（品川）　熊谷キャンパスA305教
室、品川キャンパス942教室　 問 国際交流
課　品川☎03-3492-0377　熊谷☎048-
536-6011

TOEFL テスト受験申請受付
◆7月20日(月・祝)～30日(木)　RISコー
ナー　 問 国際交流課　品川☎03-3492-
0377　熊谷☎048-536-6011

春期研修応募者受付
◆10月8日(木)～29日(木)　 問 国際交流課
品川☎03-3492-0377　熊谷☎048-
536-6011

地域連携・
研究支援　

平成28年度科研費申請事前相談会
◆7月23日(木)14時40分～16時　品川・熊
谷キャンパス同時開催　品川キャンパス第6
会議室（11号館8階）　熊谷キャンパス第2
会議室（ゲートプラザ3階）　問 研究支援課
品川☎03-3492-8152　熊谷☎048-536-
6019

 キャリア・
就活サポート

就職関連ガイダンス・イベント（品川）
第2回就職ガイダンス
〈求人の探し方＆エントリーの方法〉
◆10月6日(火)14時30分～16時、9日
(金)16時10分～17時40分　石橋湛山記念
講堂
キャリアアワー

〈自己分析ワーク2〉
◆7月3日(金)16時10分～17時40分、7日
(火)14時30分～16時、10日(金)16時10分
～17時40分　品川キャンパス431教室
〈夏休みの過ごし方〉
◆7月14日(火)14時30分～16時、17日
(金)16時10分～17時40分　品川キャンパ
ス431教室
〈企業が求める人材とは〉
◆7月21日(火)14時30分～16時　品川キャ
ンパス431教室
〈選考を通過するための“印象力UP講座”〉
◆9月29日(火)14時30分～16時　品川
キャンパス
〈リクルートファッション講座〉
◆10月2日(金)14時30分～16時　品川キャ
ンパス
〈メイクアップ講座（女子限定）〉
◆10月2日(金)16時10分～17時40分　品
川キャンパス
問 品川キャリアサポート課☎03-3492-
6697

就職関連ガイダンス・イベント（熊谷）
SPIガイダンス
◆7月3日(金)14時30分～16時、18時～
19時30分　熊谷キャンパス2101教室
情報サイト活用講座
◆7月3日(金)16時10分～17時40分　熊谷
キャンパス2101教室
就活セミナー「自己分析」「コミュニケー
ション力を磨く」
◆7月7日(火)14時30分～16時、10日
(金)16時10分～17時40分　熊谷キャンパ
ス2101教室
第2回就職ガイダンス
〈夏休みに始める就活準備講座〉
◆7月14日(火)14時30分～16時、17日
(金)16時10分～17時40分　熊谷キャンパ
ス2101教室　※3年生は原則いずれかの日
程に参加必須
社会福祉学部就職ガイダンス
◆7月15日(水)10時40分～12時10分　熊
谷キャンパス2101教室　※4年生対象
職業興味検査
◆7月21日(火)14時30分～16時、24日
(金)16時10分～17時40分　熊谷キャンパ
ス2101教室
リクルートファッション講座
◆9月29日(火)14時30分～16時　熊谷
キャンパス2101教室
就活セミナー特別プログラム「先輩座談会」
◆10月27日(火)14時30分～16時　熊谷
キャンパス2101教室
問 熊谷キャリアサポート課☎048-536-
6016

資格取得・
スキルアップ

社会と関わる学生のための「対人スキル
＆マナー講座」
◆7月9日(木)18時～19時30分　品川キャ
ン パ ス 9 3 2 教 室 　 問 政 策 広 報 課 ☎
03-3492-5250

橘 会

平成27年度立正大学橘会 保護者懇談会
◆7月5日(日)大阪市：大阪第一ホテル　◆8
月29日(土)旭川市：旭川グランドホテル　◆
9月6日(日)千葉市：ホテルニューオータニ幕
張　◆9月26日(土)長岡市：パストラル長岡
◆10月4日(日)横浜市：コンベンションルー
ムAP横浜駅西口　◆10月11日(日)静岡市：
静岡グランドホテル中島屋　◆11月8日(日)
品川区：立正大学品川キャンパス　問 校友課
☎03-3493-6673

同窓会

同窓会支部総会開催案内
◆香川県
支部長：大井満明氏（Ｓ44国文卒）　8月
23日(日)7時30分～15時　丸亀港内太助燈
篭前集合　夏の研修会「金比羅街道を歩く
ぞ！」　 問 事務局長：小畑哲雄氏☎0875-
72-5893

◆新潟県
支部長：水澤克夫氏（S42経済卒）　9月6
日(日)14時～20時　よもぎひら温泉「和泉
屋」　総会・講演会・懇親会　問 事務局長：
吉田存祐氏☎0257-21-6197
◆長野県
支部長：中島正韶氏（Ｓ39文史卒）　11月
14日(土)上田市内の会場を予定　長野県支部
創立50周年記念式典・懇親会　 問 事務局
長：中澤哲也氏☎026-293-2460

学部総会・研修会開催案内
◆文学部
会長：西岡勇治氏（Ｓ55修士社会修了）　9
月12日(土)10時集合・15時30分解散予定
JR埼京線「板橋駅」東（滝野川）口改札集合
日本文化散策行事　会費2,000円　問 西岡
勇治氏☎03-3733-5241

入試関連

夏のオープンキャンパス！
◆7月26日(日)、8月22日(土)、23日(日)10
時～16時　品川キャンパス
◆8月2日(日)、16日(日)10時～16時　熊谷
キャンパス
問 品川入試課☎03-3492-6649　熊谷入
試課☎048-536-6036

秋のオープンキャンパス！
◆9月13日(日)、10月18日(日)10時～16時
　品川キャンパス
◆9月13日(日)、10月31日(土)10時～16時
　熊谷キャンパス
問 品川入試課☎03-3492-6649　熊谷入
試課☎048-536-6036

　今回紹介するほっとスポットは、品川キャ
ンパス地下1階の広場に位置する憩いの場
「トークパレット」です。ほかの休憩所と異
なって二人席が設けられており、複数席を
少人数で占めることなく空いた時間をゆっ
たりと過ごせます。
　また、トークパレット内にある書店では、
キューピーやハローキティなどの立正大学限定のグッズが販売され
ています。話題作りのひとつにいかがでしょうか？

※ 記載されている予定は平成27年6月18日現在のものです。予告なく変更になる場合がありま
すので、問い合わせ先への確認をお願いします。

　仏教学部では、非常勤講師 高畠一郎先生ご担当の
「芸術研究Ⅱ（一）」の本年度最終回（第15回）の講義
を演奏を主体にした構成とし、公開授業として「邦楽コ
ンサート」を開催します。演奏者は、高畠一郎先生をは
じめ、東京芸術大学音楽学部邦楽科ご出身の方を中
心として、現在第一線でご活躍中の皆さまを助演者とし
てお招きします。高畠先生は平成24年度（第67回）文
化庁主催芸術祭参加公演「高畠一郎 箏リサイタル ひ
むかしとりかふ」にて芸術祭優秀賞を受賞された、い
ま最も注目される邦楽演奏家です。学内外のより多くの
皆さまのご来場を心よりお待ち申し上げます。

「芸術研究Ⅱ」公開授業
邦楽コンサートのご案内

【日　　時】  7月21日(火) 
16時10分～17時40分（5時限目・開場15時30分）

【会　　場】  立正大学品川キャンパス
  石橋湛山記念講堂

【出 演 者】  高畠一郎（立正大学非常勤講師、生田流箏曲宮城社大師範）
  毛塚珠子　三宅礼子　細川英子　細川真紀　斉藤澄江
  鈴木美由紀　菊入智佳子　細井美欧　小川佳菜江
  細川美紀　青山麻希子　吉澤智映子　肱岡美智代
  吉田由紀　竹ノ谷史恵　小林美香（以上箏）
  田嶋謙一（尺八）

【入 場 料】  無料
◆お問い合わせ　仏教学部事務室　☎03-3492-8528

古書資料館
古書・貴重書に親しむイベント

●お昼休みの古書レッスン
　古書資料館専門員による講習会。事前申込は不要ですので、お気軽にご参加ください。
ご希望の方は直接8号館地下１階の古書資料館へどうぞ！

【日　　程】  　 Aコース：7月  3日(金)、  7日(火)、17日(金) 
Bコース：7月10日(金)、14日(火)

【時　　間】  　 12時15分～12時45分（説明）　12時45分～13時（資料自由閲覧）
【場　　所】  　 古書資料館グループ学修スペース RiLLComJ
【内　　容】  　 Aコース：和本入門　　　1.古書資料館の歴史について　 2.和本の種類（写本・版本・活字本）、各種名称などを解説 

Bコース：和本に親しむ　1.書誌を作成してみる　　　　  2.古活字本、覆刻本や版木の修正について

●第11回 貴重書展
　6面の貴重資料紹介にも掲載している「解体新書」をはじめとす
る、立正大学情報メディアセンター所蔵の貴重書、善本を公開しま
す。オープンキャンパス開催日にもご覧いただけます。

【日　　程】  　 7月23日(木) ～ 29日(水)、8月20日(木) ～ 26日(水)、
9月8日(火) ～13日(日)の図書館開館日およびオープ
ンキャンパス開催日

【公開時間】 　 図書館開館日・開館時間と同じ 
（ホームページでご確認ください） 
7月26日(日)、8月22日(土)、23日(日)、9月13日(日)
の10時～16時（オープンキャンパス開催時間中）

【場　　所】 情報メディアセンター（11号館）1階展示コーナー
【主な展示品(予定)】  解体新書、長崎和蘭陀屋舗図（右図・展示はレプリカ） 
 　　　　 ペリー来航関係図巻、春日版妙法蓮華経

　品川キャンパス8号館地下1階の古書資料館では、この夏、下記のイベントを開催します。古書に
親しむ絶好の機会ですので、ぜひご活用ください。お問い合わせは、品川学術情報サービス課（☎
03-3492-6615）まで。
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学 事

授業改善アンケート実施期間
◆6月29日(月)～7月18日(土)（予定）
問 政策広報課

第１期授業終了
◆7月23日(木)

第１期補講日
◆7月23日(木)、24日(金)

第１期終了科目・中間試験期間
◆7月28日(火)～8月1日(土)、3日(月)、4日
(火)　問 学事課

夏期休暇
◆8月5日(水)～9月19日(土)

第1期終了科目・中間試験追試期間
◆8月19日(水)～21日(金)　問 学事課

9月卒業予定者発表
◆9月8日(火)10時30分～　問 学事課・各学
部事務室

成績通知表配付
◆9月8日(火)10時30分～　問 各学部事務室

第1期科目 成績調査受付期間
◆9月8日(火)～14日(月)　問 学事課

第2期追加履修 事前登録科目申請期間
◆9月14日(月)10時30分～16日(水)12時
問 各学部事務室
対象学部：仏教学部・文学部・経営学部・地
球環境科学部（予定）

大学卒業式（9月卒業）
◆9月18日(金)　問 総務課　各学部事務室

第2期追加履修 事前登録科目結果発表
◆9月18日(金)　問 各学部事務室
対象学部：仏教学部・文学部・経営学部・地
球環境科学部（予定）

第2期授業開始
◆9月24日(木)

第2期追加履修登録期間
◆9月29日(火)10時30分～10月1日(木)17
時　問 学事課

履修科目通知表配付

◆10月5日(月)10時30分～　問 各学部事務
室

休日授業日
◆10月12日(月・祝)

建学の日（宗祖涅槃会・授業日）
◆10月13日(火)

第2期履修中止申請期間
◆10月27日(火)～29日(木)
問 各学部事務室

振替授業日（土曜日授業）
◆10月29日(木)

橘花祭（休講）
◆10月30日(金)～11月1日(日)

星霜祭・体育祭（休講）
◆10月30日(金)～11月1日(日)

学 部

業界セミナー（品川）
◆7月4日(土)12時50分～16時　品川キャ
ンパス4号館2～4階教室　問 法学部事務室
☎03-3492-3183

地球環境科学部 AP公開授業
「地域の自然誌」島津弘教授
◆7月7日(火)、14日(火)、21日(火)12時50
分～14時20分　熊谷キャンパスＡ414教室
問 地球環境科学部事務室☎048-539-
1630 島津教授

学術・学会

日本封建制研究会
◆7月11日(土)16時～18時　品川キャンパ
ス114C教室　問 学内責任者：奥田教授（文
学部）

異文化経営学会
2015年第2回研究大会
◆7月18日(土)13時～18時　品川キャンパ
ス1151教室　 問 学内責任者：髙橋准教授
（経営学部）

近代租税史研究会
◆7月25日(土)14時～17時　品川キャンパ

問 心理学部事務室☎03-3492-6196

図書館・
情報サービス

少人数対応オンデマンド講習会
りるさぽ（オープン端末編）
◆繁忙期を除く月～金曜日 10時～18時　6
号館2F RiLLCom G　問 品川学術情報サー
ビス課☎03-3492-6615

シリーズ・アタラクシア
第3巻刊行記念展
◆6月25日(木)～7月9日(木)　情報メディア
センター（11号館）1階展示コーナー　問 品
川学術情報サービス課☎03-3492-6615

2015年度前期図書館講習会
（新聞・雑誌データベース講習会）
◆7月2日(木)11時～12時、3日(金)16時30
分～17時30分　品川キャンパスRiLLCom I
（6号館2F）　問 品川学術情報サービス課☎
03-3492-6615

2015年度前期図書館講習会
（ディスカバリーサービス講習会）
◆7月7日(火)13時～14時、14時30分～
15時30分、8日(水)9時30分～10時30
分、11時～12時　品川キャンパスRiLLCom 
I（6号館2F）　問 品川学術情報サービス課
☎03-3492-6615

お昼休みの古書レッスン
Aコース（和本入門）
◆7月3日(金)、7日(火)、17日(金)12時15
分～12時45分　古書資料館（8号館地下1
階 ）　 問 品 川 学 術 情 報 サ ー ビ ス 課 ☎
03-3492-6615

お昼休みの古書レッスン
Bコース（和本に親しむ）
◆7月10日(金)、14日(火)12時15分～12時
45分　古書資料館（8号館地下1階）　問 品
川学術情報サービス課☎03-3492-6615

第11回 貴重書展
◆7月23日(木)～29日(水)、8月20日(木)～
26日(水)、9月8日(火)～13日(日)　 情報メ
ディアセンター（11号館）1階展示コーナー
　問 品川学術情報サービス課☎03-3492-
6615

りぶたま presents 第3弾
◆9月24日(木)～　6号館B1 RiLLPort　問
品川学術情報サービス課☎03-3492-6615

ス114C教室　問 学内責任者：奥田教授（文
学部）

地域安全マップ研修会
◆7月28日(火)15時～16時30分　石橋湛
山記念講堂　問 学内責任者：小宮教授（文学
部）

第21回社会福祉研究交流集会in埼玉
◆8月29日(土)、30日(日)9時～16時　熊谷
キャンパス アカデミックキューブ各教室・ス
テラ　問 学内責任者：濱畑准教授（社会福祉
学部）

十九世紀研究会
◆9月24日(木)18時～20時　品川キャンパ
ス52E教室　問 学内責任者：奥田教授（文学
部）

日本ブロンテ協会
◆10月17日(土)9時～18時　石橋湛山記念
講堂、3B1教室　問 学会事務局担当：白井教
授（文学部）

講演会・セミナー

平成27年度熊谷キャンパス前期公開講座
◆7月4日(土)12時50分～14時20分　ゲー
テの時代にアベノミクスを学ぶ（社会福祉学
部・山口忠利教授）　◆11日(土)12時50分～
14時20分　パパ・ママ・ジジ・ババの子育て
術―アドラー心理学に学ぶ―（社会福祉学部・
矢澤圭介教授）　熊谷キャンパスA101教室　
問 地球環境科学部事務室☎048-539-1630

平成27年度文学部公開講座（品川区共催）
「琉球を魅せる（仮）」
◆9月30日(水)、10月7日(水)、14日(水)、
21日(水)、28日(水)18時30分～20時30分
石橋湛山記念講堂（予定）　申込期間：8月
21日(金)～9月18日(金)（予定）※詳細は8
月下旬にホームページに掲載　 問 文学部事
務室☎03-3492-8791

平成27年度仏教学部公開講座
「未来を照らす仏教の叡智」
◆10月13日(火)13時30分～15時30分　
石橋湛山記念講堂　 問 仏教学部事務室☎
03-3492-8528

平成27年度心理学部公開講座（品川区共催）
「生活の場での消費者心理学」
◆10月16日(金)、23日(金)18時30分～20
時　品川キャンパス11号館5階1151教室　

　1925年1月に地球環境科学
部地理学科の前身である立正
大学専門部歴史地理科が認可
されてから、今年で90年にな
ります。これを慶賀し、地理
学科では以下のような記念事
業を実施します。在学生や卒
業生の皆さん、そして立正地
理を愛する皆さんの参加を心よ
りお待ちしています。

記念講演会・式典・祝賀会を開催
立正大学地理学教室創立90周年記念事業

文学部・仏教学部・心理学部
秋の公開講座のお知らせ

●仏教学部公開講座
【日　　時】10月13日(火) 13時30分～15時30分
【会　　場】立正大学品川キャンパス　石橋湛山記念講堂
【内　　容】第1部　13時30分～14時　御会式に関する講演
  　　　　　　  　（講演者：北川前肇教授）
 　　　　14時～14時15分　「音楽法要について」
  　　　　　　  　（講演者：下宮高純氏）

 第2部　14時30分～15時30分　音楽大法要
【入  場  料】無料
【定　　員】500名（事前申込）
◆お問い合わせ　�仏教学部事務室　☎03-3492-8528�

ホームページ��http://bukkyo.rissho.jp/��
�E-mail��bst@ris.ac.jp

●心理学部公開講座（品川区共催）
第1回　10月16日(金)18時30分～ 20時
　　　　「地域社会における商店街のあり方」髙橋尚也准教授
第2回　10月23日(金)18時30分～ 20時
　　　　「だまされない消費者になるために」八木善彦准教授 他

【会　　場】立正大学品川キャンパス11号館5階 1151教室
※詳細は8月ごろに本学ホームページで公開予定です。
◆お問い合わせ　心理学部事務室　☎03-3492-6196

●文学部公開講座（品川区共催）
第1回   9月30日(水)  歴史  村井章介氏（本学文学部教授）
第2回 10月  7日(水)  祭り  北村皆雄氏（ヴィジュアルフォークロア代表）
第3回 10月14日(水)  文学  島村幸一氏（本学文学部教授）
第4回 10月21日(水)   歌   酒井正子氏（川村学園女子大学名誉教授）
第5回 10月28日(水)  踊り  茂木仁史氏（国立劇場おきなわ）
※入場料無料・要事前申込
※詳細は8月下旬に本学ホームページ・品川区報等に掲載予定です。
◆お問い合わせ　文学部事務室　☎03-3492-8791

　この秋、文学部・仏教
学部・心理学部が公開
講座を開催します。文学
部のテーマは「琉球を魅
せる（仮）」。沖縄久高島
の貴重な祭祀映像の上
映や奄美諸島のシマウタ
の紹介、琉球舞踊の上
演などを5回に分けて行
います。仏教学部は「未
来を照らす仏教の叡智」
をテーマに、日蓮宗の音
楽大法要を行うと共に、
専門の研究者がその宗
教的・文化的意味に迫り
ます。心理学部のテーマ
は「生活の場での消費者
心理学」。詳細は8月ごろ
にホームページで発表さ
れる予定です。

●記念講演会Ⅰ
10月27日(火) 14時30分〜（予定）
熊谷キャンパス

●記念講演会Ⅱ・式典・祝賀会
11月3日(火・祝) 13時30分〜18時
アルカディア市ヶ谷

（東京都千代田区九段北4-2-25）
※��記念講演会への参加は無料、式典・祝賀会への参加は有料です。式典時に記念誌を配布予定。
※詳細は地理学科ホームページ�http://rissho-map.jp/90th
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「日本語プログラム」に6カ国、
9名の留学生が参加

 「日本の学生と、
 もっとコラボしたい!!」

太田翔
かける

 （経済学部2年）さんに聞く
 「海外ボランティア」体験

　欧米諸国では、大学入試や就職時といった
さまざまな場面でボランティア活動が重視さ
れています。国際交流センターで実施されて
いる多くのプログラムの中から、「海外ボラン
ティア」を選択した一番の理由は、「そうした
ボランティア活動を実際に体験することでし
た」と太田さんは語ります。
　オーストラリア（ブリスベン）での4週間の
プログラムでは、1週間毎に場所を移動し、植
林（ツリー・プランティング）や道作りから、
海岸の清掃、野生のロックワラビーの調査ま
で、数々の作業を体験。「仲間に教わりながら
仕事を覚えたり、知識を共有したりすること
にやりがいを感じました」
　夜は、インターネットはもちろん、電気さ
えない星空の下でランタンを灯し、皆でお互
いの趣味や特技をはじめ、文化や教育や政治
など、多くのことを語
り合いました。また、
問題などが生じた時に
は、すぐに調べて解決
できる都会とは違い、
母国語ではない英語を
用い、相手と一つひと
つわかり合っていかな
ければなりません。そ
んな環境に1カ月間、
身を置き、日本語を使

わない生活を体
験したことで、英
語力が大きく伸
びたそうです。
　「大自然の中で
出会った各国の
人々との交流に
よって、自分の夢
や目標を持つこと
の大切さを認識
できました。皆さ
んも迷っているな
ら、まず行動してみることです。かけがえの
ないものに出会い、新しい自分を見つけてく
ださい」とメッセージを送ってくれました。
（学生記者：文学部文学科英語英米文学専攻
コース2年 堀江佑佳）

　現在、熊谷キャンパスでは韓国やケニアな
ど6カ国から集まった9名の国際色豊かな留学
生が日本語を学んでいます。留学生たちが受
講しているのは、語学力の向上と知識を深め
ることを目的とした半年から1年間の日本語プ
ログラム。日本語のみならず、文化や教育・
時事問題などについて幅広く学びます。
　このプログラムの大きな特徴は、本学の提
携大学に在籍する学生だけでなく、自分自身
の判断で留学を決めた学生も学んでいること
です。フィンランドからやって来たメリナ・レ
ヘティネンさんは、「先輩の勧めでこの大学を
選びました。語学の教師になるために勉強し
ています。最近、ダンスのサークルに入りま

したが、フィンランドの大学はサークル活動
があまり盛んではないので、とても楽しく、
帰国したくないです（笑）」と、流暢な日本語
で話します。メリナさんのように、留学生の
ほとんどが国際交流サークル（RIEA）だけで
なく、ダンスや軽音楽、バドミントンなどの
サークルに参加しています。
　出身国も母国語も、趣味も個性もバラエティ
豊かな留学生たちですが、「日本人学生と、もっ
とコラボレーションしたい！」と全員が声を揃
えます。そして、「 日本の学生はシャイな人が
多い」「もっと話しかけてほしい」「友だちを

つくりたい」と口々に話
していました。
　自然あふれる熊谷キャ
ンパスで学ぶ好奇心旺盛
な9名。この留学でぜひ、
多くの想い出を作ってほ
しいと思います。
（学生記者：文学部文学科
英語英米文学専攻コース
2年 堀江佑佳）

〈向かって左から〉ジェレマイヤー・バカッロさん（フィリピン）、アグネス・シン
ビリさん（ケニア）、ドリス・アワンドゥさん（ケニア）、ファン・ジソン（黄知善）
さん（韓国）、メリナ・レヘティネンさん（フィンランド）、キム・ジヨン（金志暎）
さん（韓国）、ベイリー・デマルマンシェさん（ニュージーランド）、ハン・ジュヘ（韓
主惠）さん（韓国）。ルイス・シャリティエさん（チリ）は取材時欠席

国際交流国際交流

論文コンテストで優秀賞を獲得
卒業後はアパレル業界に
　所属していたゼミでは消費者行動を主に学
んでいました。他大学のゼミとの交流が盛ん
で、合同研究発表会が毎年ありました。発表
会は、仲間から刺激を受け、切磋琢磨し合え
る貴重な場でした。卒論執筆では経営学部の
論文コンテストである「学生経営論集」に応
募。その結果、優秀賞を獲得しました。4年
間学んできたことが形となり、評価されて、
とても嬉しかったです。
　卒業後はアパレル業界に就職しました。「洋
服のルーツであるスーツから服飾の基礎を学
び、スーツを格好良く着こなしたい」と考え、
紳士服量販店を選びました。
　その後、「これまでの経験を活かして、違
うフィールドで挑戦したい」という思いから
転職を決意。2011年にダンヒルに入社しま
した。

1984年6月生まれ。2007年、立正大学経営学部経営学科卒業。
在学中は経営学部発刊の「第三回学生経営論集」に卒業論文として制作した論文が優秀論文として掲載される。
卒業後、大手紳士服量販店に就職。2011年、リシュモンジャパン株式会社のダンヒルに転職。
現在は横浜高島屋内のダンヒルブティックにて販売に従事。

●田中 稔之（たなか としゆき）さん

お客様のことをよく知り
信頼関係を築くことが大切
　前職との違いは、お客様との長期にわたる
関係性の構築を重要視していることです。そ
のために欠かせないのが「信頼関係」です。
信頼というものは、そう簡単に得られるもの
ではありません。まずは会話の中からお客様
の好みや性格などをよく知ること。これに尽

きます。
　前職ではスーツのサイズ説明やコーディ
ネートの基本など、どちらかというと、お客
様に「教える」会話が多かったのですが、現
職のお客様はさまざまなメーカーやブランド
を通ってきた方が多く、会話の内容がまった
く異なります。そこで私は、知らないことや
わからないことは、恥を忍んでお客様に何で
も聞くようにしています。また、次に来店さ

れた時の会話の糸口をつかむため
に、それまでお客様と交わした話の
内容を覚えておくように心がけてい
ます。ダンヒルというブランドを通
じて、「田中稔之」という人間を買っ
ていただけることを目指しています。
　幅広い知識を身につけ、「田中さ
んいる？」と言っていただけるお客
様を増やしていくため、自分で限界
を決めずに、日々努力を積み重ねて
います。

リシュモン ジャパン株式会社「ダンヒル」勤務

経営学部経営学科卒業
田中 稔之さん

一流の販売員を目指して
「
お
客
様
と
の
信
頼
関
係
を
築

く
こ
と
が
、こ
の
仕
事
の
基
本
」

と
語
る
田
中
稔
之
さ
ん

品川キャンバス532教室で、厳かに営まれ
た「戦後70年物故者追善法要」

　6月15日、品川キャンパス532
教室で、立正大学同窓会主催「戦
後70年立正大学物故者追善法要」
が営まれました。法要は、導師を
野坂法雄同窓会長が、脇導師を仏
教学部同窓会の方が務め、同窓生、
学園関係者、学生など総勢120名
が参列し、立正大学に関わる、す
べての霊位に対して祈りを捧げま
した。

仲間たちとの協働を通して
新しい自分を発見！

 「物故者追善法要」
営まれる

戦後70年

横浜高島屋内のダンヒルブティックにて

一緒にボランティア活動に取り組んだ世界各国の仲間たち

ボランティア活動中の一コマ。この日は海岸の清掃
に取り組みました

「多くの人 と々の出会いによっ
て新しい自分を発見できまし
た」と語る太田翔さん
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【ライフル射撃部】
第17回 中国高校ライフル射撃選手権大会
団体戦 優勝に輝く

9名の新入部員が加わり、活気あふれるライフル射撃部

淞 南野球部として1年生大会では初の優
勝を、秋季島根県大会では25年ぶり

の優勝を達成。選抜出場を目指し、14年ぶ
りにつかんだ中国地区大会出場でしたが、
残念ながら初戦敗退という結果になり、選
手・スタッフ・保護者が一丸となって頂点
を目指し、全力で駆け上がってきた努力が
実ることはありませんでした。
　新チーム発足以来、県内の大会では負け

なしだったチームが初めて春季大会で敗戦。
思うようにいかない試合展開の中で、劣勢
を耐え忍び、自分たち自身で改善策を見つ
ける、ということができませんでした。こ
の敗戦によって、それぞれの選手やスタッ
フたちは『負けてよかった。まだまだ成長
しなければならない』と考える機会を与え
てもらいました。
　２度目の甲子園出場を果たした淞南野球

部に憧れて入部した選手が、新たな
歴史の1ページを刻み、「これぞ淞南、
これぞ高校野球」という、はつらつ

としたプレーを皆さんの
前で表現したいと思い
ます。3年ぶり3度目
の甲子園出場に向け
て、もう一度、チー
ム全員が一丸となって
戦っていきます。

　「絶対に勝たなければいけない」という、
予選の持つ重圧が選手たちに重くのしかかっ
てきた決勝戦。立正大淞南は開始から鋭いプ
レスで主導権を握り、ゲームを優位に進める
ものの、前半10分、コーナーキックから失
点し、追いかける展開となりました。
　それでも選手たちに焦りはまったくなく、

本気で思うことができるかどうか。その意識
が高まれば、日々の生活や練習の至るところ
で、「淡々と自分のすべきことをやる」とい
う課題に取り組む姿勢が出てくるはずです。
やることは同じでも、求めるレベルを究極ま
で高める──。それが自分たちの絶対的な強
みになり、全国優勝を達成するための条件と
もなるはずです。「強い気持ちで」「ひたむき
に」努力を積み上げ、今の全国での自分たち
の立ち位置を知ってほしいと思います。

誘い、突き放しました。
　その後、試合終了間際のロスタイムに1点
を許しましたが、後半もGK小笠君（3年）、
DF武田君（3年）を中心に集中したディフェ
ンスで相手の攻撃を遮断し、島根県史上最多
を更新する8連覇を達成し、まずは第一関門
を突破しました。

求めるレベルを究極まで高める!
　しかし、「全国で勝ち上がれるかどうか」
という観点で振り返ると、不十分な試合内容
でした。本大会までに、全体の守備をさらに
安定させ、ピッチでの甘えや、逃げをなくす
ことを突き詰めていかなければ、頂点への道
など見えてきません。まずは兵庫でのイン
ターハイ本大会を強くイメージし、部員全員
で新たな歴史の1ページを築くことができる
よう、これから1カ月の選手たちの進化に期
待が膨らんでいます。
　選手たちが、『勝ちたい』というのではな
く『絶対に勝つ』という空気の中で練習に取
り組み、「その1本が、その1回が、勝敗に直
結し、それが全国優勝につながっている」と

ピッチに躍動する立正大淞南高の黄色いユニフォーム

選手たちの思いはただ一つ、「自分たちの手で全国制覇を!」

秋季島根大会で25年ぶりの優勝を達成した淞南野球部の
メンバーたち。3年ぶり3度目の甲子園出場を目指して、新た
な戦いに挑みます

全国制覇への第一関門を突破

島根県高校総合体育大会

前半29分、DF藤井君（3年）のクロスに飛
び込んだFW井上君（3年）がスライディン
グシュートで巧みに合わせて同点に追いつく
と、前半35分には練習どおりの崩しから、
FW杉本君（3年）がゴール右隅に流し込ん
で逆転。さらに後半19分には、杉本君の見
事なドリブル突破から相手のオウンゴールを

キャッチボールをするには、
ボールやグラブだけでなく、
相手への「思いやりの精神」が必要
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まな人たちの支えの下で今があるの
だと思います。野球でいえば、ボー
ルとグラブがあっても、相手がいな
ければキャッチボールはできません。
さらにはそこに、相手の気持ちを思
いやれる、「思いやりの精神」がなけ
れば、上手なキャッチボールにはな
りません。学校生活を通して、人の
痛みがわかり、本当の意味で優しく、
強い心をもった人間になってもらえ
るよう、これからも生徒たちと本気
で向き合っていきたいと思います。

　本年度より、社会科教員、硬式
野球部コーチとして着任しました。
教員生活のスタートと同時に、社会
人として1年目ということもあり、右
も左もわからない未熟者ではありま
すが、普段の授業においても、部
活動においても、先輩・上司の先
生方や生徒たちからさまざまなこと
を教わりながら、充実した毎日を過
ごさせていただいております。
　私は学生時代、野球に本気で打
ち込んできました。野球を通して、
技術の向上や勝利への執念だけで
なく、多くの人との出会いを経験し、
そこで「思いやりの精神」を養うこと
ができました。人間誰しもが一人で
は生きていけません。また、さまざ

【野球部】
中国地区大会の敗戦をバネに
3度目の甲子園出場を目指す!

を達成連8 覇【サッカー部】

本 校ライフル射撃部は全国制覇三連覇を
達成した伝統と実績のある部ですが、

ここ数年は部員減少に悩み続け、成績も低迷
していました。しかし、昨年度、長崎県で開
催された「がんばらんば国体」では、3年生
の田坂選手がビームライフル立射40発競技
において13年ぶりの準優勝に輝きました。
　また、今年の3月には富山県で開催された
全国高校ライフル射撃選抜大会で、2年生の
小池選手がビームピストル立射40発競技で
8位入賞を果たし、本校ピストル競技では初
めての全国入賞に輝きました。
　こうした好成績を反映してか、今年の4月
には新入部員9名が加わり、部員数も増えて
総勢16名となりました。チーム全体が活気
に満ちあふれ、大変盛り上がっています。
　そして迎えた今年度、公式戦の初戦でも
ある中国高校ライフル射撃選手権大会の団
体戦では、9年ぶり6回目の優勝に輝きま
した。

　なお、島根県ライフル射撃ジュニアクラ
ブを平成25年4月に設立。地域の小中学生
の皆さんにライフル射撃の素晴らしさを体
験してもらおうと、本校射撃部員が指導ス
タッフとしてお手伝いをしています。月1回
程度の活動を行っており、現在までに延べ
約400名の小中学生にライフル射撃を体験
していただくことができました。
　今後も、地域の皆様に応援していただけ
るようなチーム創りを心がけ、頑張ってい
きたいと思いますので、応援を賜りますよ
う、よろしくお願いいたします。
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　「立正中高時
代の6年間を通じ
て、一生つき合える、
かけがえのない友人を得られたことが、仕事
をしていくうえで大きな財産となっています」
と日髙さん。また、「多くの人はなかなか芸
術に親しむ時間が持てませんが、文化・芸術
に目を向けて自分の教養を広げていくこと
が大切」と話されていました。

本校を平成15年に卒業し、「牧阿佐美バ
レエ団」で活躍しています。3歳から

バレエを始め、高校卒業後は本格的にバレ
エの練習に打ち込み、2010年「くるみ割り
人形」で主役デビューを果たし、2011年「白
鳥の湖」、2012年「ロメオとジュリエット」
に主演。2007年と2008年には、1カ月
にわたるスペイン公演にも参加し、活躍の
舞台を海外へと広げました。

中 学３年の濱洲泉啓君のお父さまは大
田区池上で大相撲「尾上部屋」の親

方として、現在11名の力士を育成していま
す。親方として10年目に入り、大関まで昇
進した把瑠都や、幕内では山本山、境澤な
どの関取を育ててきた実績があります。現
在は幕内に里山、十両に天鎧鵬がいて、今
後の活躍が楽しみです。
　親方は日本大学の相撲部出身で、現役時
代は濱ノ嶋（三保ケ関部屋所属）として敢
闘賞や技能賞を獲得し、小結まで昇進しま
した。大学の２年先輩に舞の海（現・解説者）
がいて、学生時代はよく面倒を見てもらい、
かわいがってもらったそうです。親方の現
役当時は若貴時代の全盛期で、横綱・曙、
大関・貴ノ浪、武双山、栃東といった有名
な力士がたくさんいました。今でも忘れら
れない対戦は、幕内に上がったばかりのこ
ろ、武蔵丸（当時大関）との初顔合わせで、
土俵際まで押し込み、勝利までもう一歩の
ところまでいった一番です。負けはしたも
のの、自分のベストを出し切った相撲が取
れたことに満足しているそうです。
　「高校を卒業し、田舎から上京して過ごし

た大学４年間の団体生活を通じて、厳しい
稽古を積み、上下関係を学んだことが、プ
ロの道に進むきっかけとなり、現在の親方
という仕事の土台になっています。今の中
高生にも、厳しいことから逃げずに立ち向
かう、強い精神力を培ってほしいと願って
います」と話してくださいました。

「常に自分のベストを出し切ることが大切」と語る尾
上親方

尾上部屋

本 校では、今年度、校内をカバーする
Wi-Fi環境と、それに接続できる50

台のタブレット端末を導入しました。これ
らを利用して、生徒の個人学習に活用しま
す。教材には、さまざまな教科や内容が提
供されている、インターネットでのオンラ
イン教材を利用します。
　Wi-Fiとタブレッ
トの組み合せによ
り、教室や自習室は
もちろん、校内のラ
ウンジスペースでも
学習が可能になるな
ど、場所に制限され
ることなく、校内の
自由な場所で、タブ
レットを使用した学
習に取り組むことが
できるようになりま
した。また、オンラ
イン教材には、英語
検定に対応したもの
もあり、筆記、リス
ニング、二次試験対
策などにも活用でき
ます。

　今後は、理科や社会などの科目で映像を
活用した学習を拡充したり、インターネッ
トからの資料を動画で提供したりする予定
です。今回の導入を契機に、さらに開発や
研究を進め、授業や個人での活用など、多
くの点で効果的な学習活動につながるよう
に利用方法を探っていきます。

学習場所が広がるだけでなく、動画によって理解がさらに深まるなど、タブレット
端末を使った学習にはさまざまなメリットがあります

横綱・大関になることを夢
見て、厳しい稽古を積み重
ねる尾上部屋の力士たち

I C T 教育がスタート !I C T 教育がスタート !
タブレット端末を利用した

活躍する

 「厳しいことに立ち向かう、
 強い精神力を培ってほしい」

中高時代の夢がかない、
サッカー部の顧問に就任。
さらなる成績アップを目指す
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スポットライトを浴び、舞台で躍動する日髙さん。新世代を代表するバレリーナとして注目されています

バレリーナ 日髙有梨さん

中高時代に得た
財産を糧に
海外公演にも参加
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りたい」という希望が芽生え始めま
した。現在、その夢が現実となり、
立正サッカー部も都大会に出場する
など、実力を発揮してきました。今
後、さらに上の大会に向けて頑張っ
てまいります。
　クラスの生徒たちには、「人から
言われなくても、自らいろいろなこ
とに気づき、他人に気を使える人間
になってほしい」と伝えています。

　立正に奉職して９年目になります。
現在、中学１年生の担任とサッカー
部の顧問を務めています。
　学生時代は数学の問題を解いて
いるときが、一番集中できて楽し
かったので、大学は数学科に進みま
した。小学校時代に数学が苦手だっ
た生徒にも、「数学嫌い」にならな
いように、わかりやすく丁寧に教え
ています。
　福井県で生まれ育ち、ちょうど中
学生になったころにJリーグが発足
したのがきっかけで、中高時代は
サッカー部に所属しました。レギュ
ラーとして県大会に出場するなど、
大きな活躍をしました。そのころか
ら、「将来はサッカー部の顧問にな
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サッカー部

硬式野球部

　本学硬式野球部が加盟している東
都大学野球連盟の春季リーグ戦が、
４月７日から５月２８日までの約2カ
月間、各大学のグラウンドで行われ
ました。
　1部復帰を目指し、迎えた春季リー
グ戦。結局、５位（４勝８敗勝ち点１）
に終わり、優勝とは程遠い結果に
なってしまいました。
　しかし、秋季に向けて光明を見い
だすこともできました。３年生の黒
木（法・橘学苑高）が8試合を投げ、
5完投、奪三振59、防御率１.40と
いう驚異の成績で投手部門2位の成
績を残したのです。また、打撃部門

第7節を終えて首位をキープ

栄冠を目標に奮闘中！
試合に、合宿に、燃焼する日々
　本学では、学生に親しまれているスポーツを振興することを目的に、硬式野球部、ラグビー部、サッカー部を強化クラブと
しています。ぜひ応援にいきましょう！

　ラグビー部男子は５月１０日に
熊谷ラグビー場で開催された「埼
玉ラグビーフェスティバル」で、
埼玉オールスターズ（埼玉県出身
のトップリーグ選手選抜）と試合
を行いました。さすがに力の差が

　立正大学ラグビー部女子は、他
大学・社会人が在籍するARUKAS 
QUEEN KUMAGAYAに所属して
おり、「SAKURAはぐくむ」を合
言葉に世界と戦う選手を育成して
います。

　国内シリーズが４月から始まり、
神奈川・保土ヶ谷大会では優勝。５
月に開催された大学7’s交流大会で
は、他大学と合同チームで出場しま
したが、決勝で追手門学院大学に敗
れ、惜しくも優勝を逃しました。

　７月の神奈
川・YC&AC
大会では走り
攻め勝つこと
をテー マに、
交流大会で生
じた課題に挑
戦していきま
す。
　昨年はたく
さんの方々の
ご協力やご支

あり、負けてしまいましたが、
今シーズンの目標である「１
部復帰」に向けて、日本最
高峰の選手たちの胸を借り
ることができたのは、とて
も良い経験となりました。

援により、国内大会の全試合で勝利
し、シリーズ完全優勝を成し遂げま
した。２連覇がかかった2015年の
国内シリーズ、立正大学ラグビー部
女子の活躍をぜひグラウンドまで応
援に来てください。

　８月には毎年恒例の菅平合宿が行
われます。２週間の期間中、個々の
フィジカルはもちろん、チーム力を
アップし、９月から始まるリーグ戦
に万全の状態で臨めるようしっかり
鍛錬します。今シーズンのラグビー
部の活躍にご期待ください。

　５月にリーグ戦が開幕し、今はシー
ズン真っただ中。第7節を終え、首
位という結果を残しています。今回
はその原動力となっている２名の選
手を紹介しましょう。
　1人目はゲームキャプテンとして
チームを牽引している４年生の平敷

多くの企画を練っています。気軽に
サッカー場まで足を運んでくださ
い。ご声援のほど、よろしくお願い
します。

兼（地環・川崎フロンターレユース）
です。２年生のときから公式戦に出
場している経験と持ち前のフィジカ
ルを生かした迫力あるプレーでチー
ムをまとめてくれています。また、
副将として日々の練習から声掛けを
し、大きな存在となっています。
　2人目は１年生の関岡亮太（地
環・矢板中央高）。第３節では
得点を挙げ、ルーキーながら

「関岡ならやってくれる」と
チーム全体に思わせてくれ
るダイナミックなプレーを
します。今後の活躍がとて
も楽しみです。
　現在、多くの方々に試合
を観戦していただくためにチラ
シ配りなどを行っています。今後も

▲豊富な運
動量に定評
のある副将・
阿部拓也（法
４・北条高）

ラグビー部 男 

子

女 子

では伊藤（法・関東第一高）と皆川（法・
学法石川高）の3年生コンビがラン
クイン。いずれも秋が楽しみです。
　最後になりましたが、立正大学野
球場で試合が行われた際には、大変
多くの方に足を運んでいただき感謝
申し上げます。
　秋季リーグこそ２部優勝を果た
し、１部に復帰できるよう、これか
ら迎える夏季合宿を実り多きものに
します。引き続き、熱い応援をよろ
しくお願いいたします。

国内シリーズ2連覇を目指す！

▶防御率1.40と投手
部門2位の成績を残し
た黒木優太投手（法3・
橘学苑高）

▶打率.277で打撃部
門10位に入った伊藤
大貴内野手（法3・関
東第一高）

▶伊藤に続く打撃部門
11位（打率.273）となっ
た皆川仁外野手（法3・
学法石川高）

大学7’s交流大会に出場した女子部員たち。笑顔がすてきです

▲立正大学イレブン

投
手
、
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者
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も

秋
に
向
け
て
好
材
料

▲ルーキーながら早くも得点を挙げた関岡
亮太（ゼッケン9、地環1・矢板中央高）

▶頼れるゲーム
キャプテン・平
敷兼（地環4・
川崎フロンター
レユース）

投
手
、
打
者
と
も

秋
に
向
け
て
好
材
料 国内シリーズ2連覇を目指す！

◀ 快 足を飛
ばして得点を
ゲットする主
将・鈴木陽子

（ 社 福4・横
浜市立東高）

恒例の菅平合宿で
しっかり鍛錬を
恒例の菅平合宿で
しっかり鍛錬を

▶闘志あふれる主将・籾山拓己（写
真中央、社福４・札幌山の手高）

　2019ラグビーワールドカップの開催地に決定した埼玉県・熊谷
市の「2019ラグビーワールドカップ埼玉アンバサダー」に、本学
ラグビー部の堀越正己監督が就任しました。2019年9月の開幕に
向け、イベントやキャンペーンを通じて、ラグビーの魅力を先頭に
立って発信していく予定です。

堀越正己監督プロフィール
　1968年、東京都生まれ。熊谷工高３年時に全国大会準優勝。早稲田大学に進み、１年時
からスクラムハーフとして活躍し、大学選手権と日本選手権で優勝。91年、神戸製鋼に入
社し、Ｖ4～7に貢献。95、96年には主将も務めた。91、95年Ｗ杯に出場。99年より現職。

堀越正己監督が
「2019ラグビーワールドカップ
埼玉アンバサダー」に就任

第7節を終えて首位をキープ
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　埼玉県警察少年非行防止学生ボランティア「ピアー
ズ」に所属する鈴木健勇さん。ボランティアセンター
で「ピアーズ」を知り、昨年から参加しているそうです。
　「ピアーズ」とは、年齢の近いお兄さん・お姉さん
の立場から少年の立ち直りと健全育成のために活動す
る学生ボランティア団体のこと。主に警察の方と協力
して街頭非行防止キャンペーン活動や学習支援活動な
どを行っています。
　その中でも、鈴木さんは明るい子に限らず、おとな
しい子や気の沈んだ子とも積極的にかかわっていくこ
とで少年たちが孤独にならないように取り組んでいる

と言います。
　「過去に悪さをした子でも、話してみると普通の子。
だからこそ、どんな子とも一緒に活動をすることで、
ほかの楽しみを教えられたらいいですね」
　少年たちによる非行は年々減ってきているものの、
まださまざまな所で起こっているのが現状です。鈴木
さんは最後に、「少年たちが非行に走らないようにす
るためにも、防犯意識を高め、好奇心を非行以外に向
けられるよう努めていきたい」と語ってくれました。

（千葉県立千葉西高等学校出身）

（文・学生記者　文学部哲学科2年　岩戸あすか）

キラリ　モラリスト×エキスパート

少年非行防止学生ボランティア「ピアーズ」に所属
「非行を防ぐために、他の楽しみを教えたい」
鈴木健

たけ

勇
とし

さん（地球環境科学部環境システム学科４年）

　品川キャンパス（5月14日、15
日）と熊谷キャンパス（4月8日）
で献血活動が行われ、本学の学生
保険委員会（ガッポ）の学生も広報・
運営をサポートしました。当日は
本学マスコットキャラクター「モ
ラりす」と献血キャラクター「け
んけつちゃん」もPRに参加し、多
くの学生が献血に協力しました。
　「ガッポ」は献血活動に加え、大
学スポーツ大会の共催やスポーツ
テストの実施、ヘルシーでお得な
100円朝食や300円ランチ「ガッ
ポランチ」の企画など、さまざま
な活動に取り組んでいます。

「モラりす」と
「けんけつちゃ
ん」が夢の（!?）
共演

車いすのランナーを笑顔でサポート

大学生はチームリーダーと伴走の２役を担当
伴走で活躍した立正中・高の４名。
エリック・ワイナイナさんを囲んで

障がいの有無や世代を超えて笑顔のタスキをつなぐ
ラグビーフェスティバル、開催

多
彩
な
活
動
を
展
開
す
る「
ガ
ッ
ポ
」

品
川
と
熊
谷
で
献
血
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

 第8回 おおたユニバーサル駅伝大会に参加
ジュニアからシニアまでの男女が集う

埼玉 県 警 察 のマスコット
キャラクター・ポッポくんと

　5月31日、大田スタジアム（大
田区東海1丁目）とその周辺で開催
された第8回おおたユニバーサル
駅伝大会に、本学学生16名と付属
中学・高等学校の生徒7名が参加
しました。
　本大会は競技を通して「違いを
理解し、お互いに尊重し、支え合
うことの心地よさを体験する」と
いうユニバーサルスポーツイベン
トです。当日は参加者が障がいの
有無や世代を超えて笑顔のタスキ
をつなぎました。
　私は小学生1名、シニアの方が2
名、視覚障がいの方が1名、知的障
がいの方が1名、伴走サポーターの
中高生が2名のチームに、専門学校

生と共にチームリーダーとして参
加しました。昨年に引き続き2回目
の参加でしたが、前回とは違うメン
バーでもあったため、新鮮な気持
ちで臨むことができました。最初
はお互いに緊張してコミュニケー
ションもぎこちない感じでしたが、
慣れてくると、メンバーからは障が

　4月5日、熊谷市民へのラグ
ビーの普及とラグビーを通じた
交流、さらにはジュニアを指導
することによる学生の社会貢献
と人間的成長を目的として「第
8回立正大学ラグビーフェス
ティバル」が熊谷キャンパスラ
グビー場で開催されました。
　当日はジュニアからシニアま
でのラガーマン・ラガーウーマ
ンが集い、世代を超えた交流を楽
しみました。朝から雨が降り続く
あいにくの天候でしたが、グラウ
ンドは濡れながらも元気に走り回
る参加者の笑顔でいっぱいとなり
ました。

　ラグビー部のお兄さん、お姉さ
んに直接指導してもらった小中学
生の選手たちは、間近で見る迫力
あるプレーに目を丸くし、シニア
チームの試合では若い選手さなが
らにボールを追いかけるお父さん

たちに大きな声
援が送られてい
ました。
　 今 年は 参 加
者全員に炊き出
し も 振 る 舞 わ
れ、ラグビー談
義に花を咲かせ
ながらアツアツ
の豚汁を口に運
ぶ姿が印象的で
した。

いを持つことの苦労など、大学内
では聞くことができない話も聞け
て、貴重な体験になりました。
　 今 年は2020年の東 京オリン
ピック・パラリンピックに関連して、
元パラリンピック選手や1964年
の東京オリンピック聖火ランナー
の方も参加。雄姿を見せてくださ
いました。アテネパラリンピック
男子マラソン（視覚障がい）金メ
ダリストの高橋勇市さんが参加さ
れ、オリンピック男子マラソンケ
ニア代表としてアトランタで銅メ
ダル、シドニーで銀メダルを獲得
されたエリック・ワイナイナさん
がその伴走役を務めるという、世
界レベルの走りを見ることもでき
ました。

（篠原有紀　文学部社会学科2年）

視覚障がいの方に伴走する本学参加者
まずはパスの 仕方から。手前の 少 女は将 来 の「ARUKAS 
KUMAGAYA」候補 !?

満開の桜が見守る中、ラグビーの楽しさを体
感しました

　本学学生有志がネパールの
被災者を支援する募金活動を、
JR五反田駅と熊谷駅、品川・
熊谷キャンパス内等で行いまし
た。活動は7日間、延べ150名

（一番多い日は27名）が参加し、
総額377,282円（両キャンパ
ス合計）が集まりました。
　 贈 呈 式 は5月28日 に 熊 谷
キャンパスで、6月11日に品川
キャンパスで行われ、義援金は

本学で博士号を取得したネ
パール人、バス（Bashu Dev 
Deshar）さんに贈られました。

　贈呈式に参加した
学生は「ネパールを
笑顔にできるように
頑張ってほしい。今
後も自分たちができ
る支援に携わってい
きたい」とエールを
送りました。

募金贈呈式に臨むバスさんと
学生有志

延べ150名の学生有志が参加
ネパールの被災者を募金活動で支援

JR 五反田駅周辺で募金活動を

5月31日4月5日

　5月23日（土）、埼玉県警
察本部において、平成27年
度埼玉警察ヤング防犯ボラ
ンティア「クリッパーズ」及
び少年非行防止学生ボラン
ティア「ピアーズ」に対す
る委嘱式が行われ、塩内滉
平さん（クリッパーズ、法
学部４年）、鈴木健勇さん（ピ
アーズ、地球環境科学部４年）、
川村美貴さん（同、法学部４年）

この８名が今年度の委嘱を受けました

が課長賞を受賞しました。
　今年度は、本学より「クリッ
パーズ」2名、「ピアーズ」６
名が委嘱を受け、「ピアーズ」
を代表して鈴木健勇さん（詳し
くは下記「輝く人」参照）が決
意表明を行いました。今後は、
防犯、非行防止キャンペーンや
非行少年の立ち直り支援活動
などに参加する予定です。

決意表明を行う鈴木健勇さん

27年度も熊谷キャンパスの8名が、
ヤング防犯ボランティア クリッパーズ
少年非行防止学生ボランティア ピアーズ に参加
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剣 道 部

第61回関
東学生剣

道

選手権大
会 観戦日

5月10日

第47回関
東女子学

生剣道

選手権大
会 観戦日

5月16日

　剣道は「礼に始まり礼に終わる」礼儀正しい武道で
す。男子の試合では打突に勢いがあり、力強く迫力の
ある試合が多かったです。女子の試合はスマートで、
男子とは違う凛とした静かな強さがありました。試合
会場では「頑張れ！」「そこだ！」という応援の声は
なく、剣道特有の良い攻撃をした際の拍手が応援席か
らあふれていました。

観戦レポート

観戦オススメグッズ
　プログラム（行われる試合数が多く、その進み具
合がわからないため）。また、双眼鏡があれば便利。

●男子チーム　今年、男子は1年生にバスケ初心者
が多いチームです。試合開始直後、相手チームが
シュートを決め、リードされますが、立正チームは
リバウンドを積極的に取っていくことで点差を縮め
ていきました。しかし、結果は77－63。今一歩及
びませんでした。
●女子チーム　女子チームは小柄な選手が多いので
すが、その分、機敏な動きでゴールを狙います。前
半は相手が有利に試合を運びましたが、立正チーム
は後半に逆転。試合終了までリードを保ち、61－
53で見事に勝利しました。

観戦レポート

　一番の見どころはやっぱりシュート。相手チーム
の防御をくぐり抜けて得点すると盛り上がります。
また、3点シュートを狙ってボールを投げた瞬間の
緊張感には思わず息をのみます。

観戦ポイント

観戦オススメグッズ
　靴を入れる袋は必須。スリッパも持参すると完璧
です。

　「リバウンドを積極的に取りにいけたのが良
かっただけに、相手からのプレッシャーに負け
たのが悔やまれます。初心者で入部した自分
を指導してくださった先輩方への恩返しのため
にも、レギュラーに入れるように頑張りたい」

山本昂征さん（文学部史学科2年）

　「初戦は不戦勝だったため、相手のほうが気
持ちを作れていると思い、アップなどをして気
持ちを固めました。これが良かったと思います。
３回戦では迷いがあり、そこを相手に突かれて
しまいました。秋に団体戦があるので、一つで
も多く勝ち進めるようにし、来年こそ全日本に
出ることができるように頑張ります」

末永万梨花さん（法学部2年）

　「試合中、チーム全員が走り続けたことと、
リバウンドに取り組んだことが良かったです。
今後は脚力を鍛えてレギュラーになり、3部に
昇格できるよう頑張りたい」

大澤茜さん
（社会福祉学部こども教育福祉学科2年）

　素人から見た試合のポイントはスピードの速い攻
撃の応酬です。剣道は4分という短い制限時間の中で
戦うため、0.1秒が勝敗を分けます。どちらが先に動
くのかという張りつめた緊張感から、一瞬で技を繰り
出すその姿は、侍の真剣での対峙を思わせます。

観戦ポイント

 星美槻 文学部文学科日本語日本文学専攻コース２年

第55回関東大学バスケットボール
新人戦 観戦日 5月30日第5回関東大学女子バスケットボール
新人戦 観戦日 5月31日

籠 球 部

 山岸彩花 仏教学部仏教学科1年

緊張感あふれる真剣勝負
勝敗は一瞬で！

　「今回初めて出場しました。1回勝てて良かっ
たです。しかし、2回戦では『この相手なら勝
てそう』という気の緩みが出て、負けてしまい
ました。秋の関東大会団体戦ではレギュラー
になって結果を残せるように頑張りたいです」

小笠原雄大さん（経済学部2年）

　毎年4月の新入生ガイダンス期
間に合わせ、各課外活動団体によ
る勧誘活動が行われています。今
年も中庭と学生広場を開催場所と
し、団体ごとに個別ブースを設け
て、ビラ配りや声かけなどを実施。
たくさんの学生でにぎわい、非常
に活気あるイベントとなりまし

た。各クラブはいつでも新しい部
員を募集しています。自分に合い
そうな団体を下記の掲示板やホー
ムページから探してみてはいかが
でしょうか。

　今年度（前期）、本学では都立篠崎高校の2名の生徒が特別聴
講生として学んでいます。
　特別聴講制度とは高大連携事業の一環として、連携校の生徒
が本学の正規科目の一部を聴講することができるというもの。
その感想を聞いてみました。

　英語の歴史や言語の構造を学ぶ英語学
講義。「高校では単語の発音だけを覚え
るけれど、この概論では発音の構造を学
びます。初めて学ぶことばかりなので楽
しい」と津田さんは話します。
　「初めは専門的な用語の数々に戸惑い
もありましたが、与えられる課題をこな
し、疑問点はささいなことでも質問する
など、教わったものを覚えていくことで
少しずつ授業に慣れました」
　そんな津田さんの積極性は在学生に大
きな影響を与えそうです。「英語の知識
を増やして、翻訳や英語を使った仕事な
ど、将来につなげていきたいですね」と
笑顔で語ってくれました。

津田智哉さん
（高校3年）

受講科目
『英語学概論Ⅰ』

　聴講のきっかけは先生からの勧め。「歴
史が好きなら聴講してみないか」という
言葉で受講を決めたそうです。「立正大
学はアクセスが良く、楽しげな雰囲気で
授業が受けやすい」と小高さん。
　もともと暗記が得意だったこともあ
り、日本史は年号や流れを通して学んで
いました。しかし、この講義ではただ覚
えるだけでなく、今まで培ってきた歴史
の知識を踏まえて自分自身で考えること
が求められます。「自分の知っている広
い歴史よりも、一つの事件について深く
学べることが面白いですね。難しいけれ
ど、歴史を隅々まで調べたいです」
　また、小高さんは、高校とは違い、講
義が次々と進行する大教室での授業が新
鮮だと言います。自分のためにひたすら
知識を深めていく姿はとてもいきいきと
していました。

小高太輔さん
（高校3年）

受講科目
『日本史研究法』

趣向を凝らし、熱心に新入生を勧誘する各クラブ

　今年度、熊谷キャンパスの学食
がリニューアルされました。同
キャンパスで過ごしている人はお
気づきかもしれませんが、品川
キャンパスの皆さん！ 熊谷の学
食が新しくなったんです。
　そこで、学食を愛してやまない
私が、リニューアルオープンした
学食のポイントを紹介します。ま
ず、1階のステラは食券方式に変
更され、今まで大混雑していたレ
ジカウンターがスムーズに通過で
きるようになりました。
　それに加えて、ぜひお伝えした
いのは何といってもメニューが劇

的に変化した
こと。ランチ
メニューは和・
洋・中それぞ
れがグレード
アップ！ 昼食はランチメニュー
を買えば間違いなしです。麺系は
週替わり麺をオススメします。以
前に食した担々麺はなかなかのお
いしさでした。
　紹介したいことはまだまだたく
さんありますが、興味がある方は
ぜひ利用してみてください。「百
聞は一見にしかず」です！

各クラブが
勧誘活動を展開
大学入学を実感する新入生たち

編 集 後 記

都立篠崎高校から2名の
特別聴講生が本学へ
学生と一緒に正規科目を学ぶ

高大連携事業の一環

 堀江佑佳 文学部文学科英語英米文学専攻コース2年

勧誘活動を展開

白熱の演奏が目の前で
繰り広げられました

◆熊谷キャンパスへ取材に行くと決まったとき、電車
を乗り間違えて遅刻した入学式を思い出してかなり緊
張しました。無事取材できたことを、鈴木さん、駅員
さん、バスの運転手さんに感謝しています。
（岩戸あすか 文学部哲学科2年）
◆今回の取材では何人もの人に道を尋ねて、何とか会
場にたどり着くことができました。また、会場に着いて
からも柔道部の方々にも助けていただきました。取材
を通してたくさんの人の優しさを感じることができまし
た。（千葉由紀奈 文学部社会学科2年）
◆今回はシャドーイングという取材形式を取りました。
その場の雰囲気や現場の様子を観察するという一風変
わった取材方法です。緊張はもちろんありましたが、
ありのままの現場を肌で感じることができて良かったで
す。（高橋舞 文学部社会学科2年）
◆籠球部の観戦レポートの際、熊谷キャンパスの体育
館の構内を詳しく知らないため、チームはどこにいるの
かと10分ほど探し回ってしまいました。また、試合をど
こから撮影すれば良いのか、というのが一番の悩みで
した。（山岸彩花 仏教学部仏教学科1年）
◆部活動観戦の際に、長瀞にある有名なお店のかき氷
を食べてきました！　いくら食べても頭が痛くならない
適温マイナス４℃の天然氷は観戦で熱くなった体に染
みて甘く、とてもおいしかったです。
（星美槻 文学部文学科2年）
◆取材を通し、本学の長所は「オープンな学校」であ
る点だとあらためて実感しました。挑戦の機会が得や
すい本学で、私も少しずつ成長し続けたいです。
（堀江佑佳 文学部文学科2年）
◆今号から初めて編集にかかわらせていただきました。
華やかな紙面の陰には多くの人の協力や努力があるの
だと知り、また発行にこぎつける大変さも体感しました。
（佐藤美佳子 心理学部対人・社会心理学科3年）
◆ソフトテニス部の皆さんと食事をして、大会後にソ
フトテニスを教えていただきました。私も経験者なので、
取材中に選手の素顔を見ることができて良かったです。
また、意見交換をしながら良い刺激をもらった取材に
なりました。（鈴木雄太 経営学部2年）

今後の成長に期待!!
バスケ初心者も活躍！ 

6/5（金）に食べ
た油淋鶏（ユー
リンチー）。すご
くおいしい

6/5金のランチメニュー

 鈴木雄太 地球環境科学部地理学科2年

学生記者 観戦レポート（16面から続く）学生記者 観戦レポート（16面から続く）

●品川キャンパス
　課外活動掲示板
●熊谷キャンパス
　自由掲示板

おいしいよ！熊谷学食、
リニューアル!!
熊谷学食、
リニューアル!!
株式会社馬車道から株式会社LEOCへ
メニューが劇的に変化
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東京学生
柔道

優勝大会

柔 道 部

観戦日 5月
24日
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News

スポーツは、やっぱりナマで観戦するのが一番です！
体育会系部活動の試合を見てきました

学生記者、モデル、投稿原稿など学生の皆さんの参加をお待ちしています。
品川キャンパス8号館2階の政策広報課に直接来室するか、こちらにメール
をしてください。 E-mail pln@ris.ac.jp

学生記者 観戦レポート学生記者 観戦レポート

関東学生ライフル選手権春季大会・関東学生デジタルピストル大会

射 撃 部

5月30日
観戦日

　「途中の得点を気にしすぎてしまいました
が、うまくリラックスして気持ちを切り替え
て以降、練習どおりにできました。今年も
全日本に出場するのが目標です。また、今
回三段を取得したので四段を目指して頑張
ります」

秦慎之助さん
（主将・経済学部4年）

星美槻 文学部文学科日本語日本文学専攻コース２年千葉由紀奈 文学部社会学科2年

2015年度春季関東大学バレーボール男子3部リーグ戦

排 球 部

5月10日
観戦日

　「スポーツ観戦が大好き」という人は少なくないのでは。でも、ひょっとしてテレビ観戦？ それじゃまだまだだね。やっぱりスポー
ツは試合会場で見なくっちゃ。というわけで、学生記者が見てきました、わが立正大学の試合の数々。次は試合会場で会いましょう。

　自分自身もチームの一員のつもり
で観戦してください。サーブの際の
緊張感や華麗なスパイクが決まった
ときの高揚感が味わえます。また、
3回以内で相手側にボールを返すた
めの連携の工夫（2回で返すなど）
にも注目して見ると楽しいですよ。

観戦ポイント

観戦オススメグッズ
　うちわ。応援すること以外、自分
自身をあおぐのにも活躍！

　試合に勝った選手たちがガッツ
ポーズをする姿や、惜しくも負けて
しまった選手たちの悔し涙を流す
姿が印象的。選手と応援席の一体
感が感じられる熱い試合でした！

観戦レポート

　「自分ならこうする」と予測しな
がら見ていると、自分も一緒にプ
レーしているような気分になれ、
よりおもしろさが増します。

観戦ポイント

観戦オススメグッズ
　熱中症対策が一番重要です。タ
オルや帽子、飲み物が必要不可欠
ですね。タオル代わりにリストバ
ンドも便利でオススメ！ 

　「秋季首都リーグ、秋季関東リーグともに
優勝して昇格できるよう努力します」

長山唯希さん
（主将・心理学部対人社会心理学科３年）

　「守田選手のバックボレーがさえていまし
た。ファーストサービスの確率が低かったの
は悔やまれるところです。４年で大将という
立場でもあるので、チームの底上げ、自分
の技術向上を目指していきます」

梶田剛さん（法学部４年）

 鈴木雄太 経営学部2年

関東学生
ソフトテニ

ス選手権

2部トーナ
メント

5月23日観戦日

ソ フ ト
テ ニ ス

部

長山唯希さん
（主将・心理学部対人社会心理学科３年）

梶田剛・
守田亮介ペアがベスト8入り！

　今回の観戦で、射撃はとても洗
練された競技だということがわか
りました。試合が始まると小さな
物音でも響くほどに静まり返り、
聞こえるのはエアライフルの発砲
音だけ。試合では60発を1時間
15分かけて撃ちます。1発1発を
丁寧に撃っていて、相当な集中力
と体力が必要であることがうかが
えました。

観戦レポート

　見るべきは「立ち姿」。エアライ
フルを構え、真剣な表情で的を狙
う姿はとても格好良いです。日本
学生ライフル射撃連盟のHPでルー
ルなどがわかるので、観戦前に
チェックしておくことをオススメ
します。

観戦ポイント

　室内の試合でも空調がないので、
夏はタオルや飲み物が必要です。

観戦オススメグッズ　柔道は相手の力を利用して技を掛けるスポーツ
です。技が決まるのは一瞬ですから、試合が始まっ
たら目を離さないようにしてください！

観戦ポイント

　見どころは何といってもにらみ合いのような拮
抗からの目にも留まらぬ素早い足さばきや、きれ
いに決まる投げ技です。

観戦レポート

この試合
からさらに勢いが加速！ 

3部総合優勝、入替戦に勝利し
2部昇格へ！

集中力
が勝敗を分ける
静的スポーツ、射撃

　「大事なゲームにストレートで勝て
て良かったです。多くの応援に支え
られて勝つことができました。今後
は細かなミスがなくなるよう努力し
て、秋季リーグ戦は2部で上位に食
い込みたいです」

髙木慧介さん
（主将・文学部史学科4年）

観戦レポート
　今回初めてバレーボールの試合を
ナマで観戦しました。これまでは決
まると気持ちの良いスパイクやブ
ロックばかりに目がいきがちでした
が、この試合の観戦を通じて、チー
ム内で一つのボールをつなげるチー
ムワークの大切さがわかりました。
　立正大学はコートの中、外での声
が多く、事あるごとにチーム全体で
声を出し合い、一体感を高めていま
した。試合はストレート勝ち。チー
ムの勢いが感じ取れました。

観戦オススメグッズ
　タオル。遠くから観戦するときは
双眼鏡。土足禁止の会場もあるので、
靴を入れる袋があると便利。

　「相手は強豪校。意気込んで
試合に臨みましたが、相手の気
迫にのまれ、全力を出し切れま
せんでした。今後の目標は個人
戦での全国大会出場。また、入
替戦で入賞し、一部昇進を果た
したい」

新島尚紀さん
（主将・仏教学部仏教学科4年）

千葉由紀奈 文学部社会学科2年

　「今後の目標は、全国大会で
『気持ちで負けず、やるべきこと
をやる』という精神で全力を出
し切ることです。上位入賞を目
指します」

佐藤志乃さん
（女子主将・地球環境科学部
地理学科3年）

星美槻 文学部文学科日本語日本文学専攻コース２年

女子3人
制で

全国大会出場！

◀ RISカフェメンバーに
よるブログ公開中！ 学生記者 観戦レポートは 15面へ続きます学生記者 観戦レポートは 15面へ続きます
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